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須坂市花と緑のまちづく
り事業マスコットキャラ
クター「かんなちゃん」

-今月号の主な内容-

P2   消防団は地域防災の要

P4   11月は児童虐待防止推進月間です

P6   みんなが助け合い地域で暮らせ

　　 る社会をつくりましょう

P8　 人事行政の運営状況

P10  ９月補正予算が成立しました

P12  小池千枝の軌跡～100年の情熱

P14　ウォーキングで健康づくり

P16　米子瀑布群が国の名勝になりました

P20　みんなの広場（お便り紹介・クイズなど）  

P22  まちの出来事

P24  情報ファイル

P31  公民館だより

●秋晴れの中 爽やかな汗

　（詳細は23ページ）



広報 平成28年11月号 ・２・

消　防

申込・問合せ　消防本部総務課（☎026‐245‐4100）

消防団は地域防災の要
～消防団員を募集しています～

■消防団の管轄区域

管轄区域

(１部)穀町、上町 （２部)坂田町、南原町

(１部)本上町、上中町、中町、常盤町
(２部)屋部町、小山町、北原町

(１部)横町、東横町、立町
(２部)南横町、北横町、馬場町、西町、
　　　須坂ハイランド町、田の神町
(３部)八幡町、境沢町

(１部)春木町、新町、太子町、相森町
(２部)高橋町、大谷町、本郷町

(１部)高畑町、旭ヶ丘町、北旭ヶ丘町、
　　　松川町、光ヶ丘ニュータウン
(２部)南小河原町、小河原町、新田町
(３部)小島町、豊島町
(４部)相之島町、北相之島町

(１部)高梨町、五閑町 (２部)塩川町
(３部)沼目町 (４部)八重森町
(５部)村山町

(１部)井上町 (２部)福島町
(３部)中島町 (４部)九反田町
(５部)幸高町 (６部)米持町 (７部)二睦町

(１部)下八町 (２部)上八町
(３部)野辺町、望岳台
(４部)村石町、明徳町

(１部)仁礼町(仙仁、瀬之脇、宇原、西原、
　　　浅間塚、福沢)、峰の原高原
(２部)仁礼町(常盤、中村、新田)
(３部)仁礼町(関谷、栃倉)

(１部)亀倉町、夏端町 (２部)米子町
(３部)塩野町

(１部)豊丘町、大日向町 (２部)豊丘上町

分団名

第１分団

第２分団

第３分団

第４分団

第５分団

第６分団

第７分団

第８分団

第９分団

第10分団

第11分団

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、

局
地
的
な
暴
雨
が
頻
発
し
、
住
民

の
生
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

地
域
防
災
力
の
要
と
し
て
消
防
団

が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
の
消
防
団
員
数

は
減
少
し
続
け
、
須
坂
市
で
も
団

員
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
と
は

　

消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、

消
防
組
織
法
に
基
づ
き
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
る
消
防
団
は
「
非

常
備
の
消
防
機
関
」
で
す
。

　

平
常
時
は
生
業
に
従
事
し
、
災

害
時
は
市
の
消
防
活
動
に
従
事
し

ま
す
。
活
動
は
ま
さ
に
「
わ
れ
ら

の
町
は
、
わ
れ
ら
で
守
る
」
と
い

う
強
い
使
命
感
と
郷
土
愛
、
助
け

合
い
か
ら
成
り
立
ち
、
地
域
に
密

着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

【
消
防
団
員
の
身
分
】

　

非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員

　

で
す
。

【
消
防
団
員
の
処
遇
】

▼
手
当
の
支
給
…
災
害
や
訓
練
な

　

ど
に
出
動
し
た
場
合
は
、
出
動

　

手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
報
償
金
の
支
給
…
一
定
期

　

間
以
上
勤
務
し
、
退
団
し
た
と

▲豪雨による千曲川堤防漏水などに対し
約300人の消防団員が出動（平成18年7月）

　

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
公
務
災
害
補
償
…
消
防
団
活
動

　

で
死
亡
し
た
り
、
病
気
ま
た
は

　

負
傷
し
た
場
合
は
、
本
人
や
遺

　

族
に
対
し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

▼
表
彰
制
度
…
団
員
の
士
気
の
高

　

揚
と
そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、

　

表
彰
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
服
装
の
貸
与
…
法
被
や
長
靴
、

　

活
動
服
、
活
動
用
レ
イ
ン
コ
ー

　

ト
な
ど
の
被
服
が
貸
与
さ
れ
ま

　

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
員
の
活
動

【
分
団
・
部
の
活
動
】

　

管
轄
す
る
町
ご
と
に
、
分
団
や

部
（
左
表
参
照
）を
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

団
員
と
自
治
会
が
連
携
し
て
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
災
害
時
の
主
な
活
動
】

▼
火
災
発
生
時
…
消
火
活
動
や
残

　

火
処
理

▼
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模

　

災
害
時
…
救
助
・
救
出
活
動
、

　

警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害

　

防
ぎ
ょ
活
動
、
行
方
不
明
者
の

　

捜
索　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
平
常
時
の
主
な
活
動
】

▼
消
火
訓
練
や
水
防
訓
練
、
応
急

　

手
当
の
普
及
指
導

▲歳末特別警戒の様子（平成27年12月）

▼
春
と
秋
に
行
う
火
災
予
防
運
動
、

　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

▼
歳
末
特
別
警
戒

▼
ど
ん
ど
焼
き
、
祭
事
な
ど
の
警

　

戒　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
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【
ラ
ッ
パ
隊
の
活
動
】　

　

消
防
団
本
部
正
副
ラ
ッ
パ
長
の

も
と
各
分
団
所
属
の
ラ
ッ
パ
手
で

組
織
さ
れ
、
今
年
度
は
１
６
０
人

（
鼓
隊
含
む
）で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
は
、

長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に

出
場
し
た
13
大
会
中
、
優
勝
11
回
、

【
音
楽
隊
の
活
動
】

　

昭
和
60
年
の
音
楽
隊
結
成
以
降

毎
年
演
奏
会
を
行
い
、
今
年
で
32

回
目
（
詳
細
は
下
記
参
照
）を
迎
え

ま
す
。
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー

ル
が
ほ
ぼ
満
席
の
ご
来
場
を
い
た

だ
き
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
愛

さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

▲消防団音楽隊定期演奏会の様子
　　　　　　　　(平成27年11月)

【
女
性
消
防
団
員
】

　

音
楽
隊
に
22
人
、
分
団
所
属
で

10
人
の
計
32
人
が
入
団
し
て
お
り
、

充
実
強
化
に
向
け
て

地
域
と
連
携

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
】

　

消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
を
認
定

し
、
市
と
県
が
一
定
の
優
遇
措
置

を
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
満
た
す

と
認
定
さ
れ
ま
す
。

▼
消
防
団
員
２
人
以
上
を
雇
用

▼
消
防
団
活
動
に
対
す
る
勤
務
上

　

の
配
慮
が
で
き
る

▼
災
害
時
の
資
機
材
な
ど
の
提
供

　

が
で
き
る

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

消
防
団
協
力
事
業
所
一
覧

※
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
・
敬

称
略
、
順
不
同

▼
マ
ツ
ナ
ガ
建
設
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
環
境
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

▼
株
式
会
社
旭
建
設

▼
須
坂
土
建
工
業
株
式
会
社

▼
市
川
建
設
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
オ
リ
オ
ン
シ
ス
テ
ム

▼
村
山
建
設
株
式
会
社

▼
株
式
会
社
信
東
産
業

【
須
坂
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　

市
内
の
飲
食
店
や
小
売
店
な
ど

か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
、
消
防
団

員
に
対
す
る
割
り
引
き
な
ど
の
優

遇
措
置
で
消
防
団
を
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
で
す
。
現
在
、
29
事
業
所

に
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消防団員を募集しています

　地域の安心と安全を守るため
に、あなたの力が必要です。
　入団をお待ちしています。かけ
がえのない仲間ができるはずです。
入団資格　▼18歳以上の男女
　　　　　▼心身ともに健康な方
　　　　　▼須坂市内に居住また
　　　　　　は勤務されている方

と　

き　

11
月
13
日
㈰
午
後
５
時

～
（
午
後
４
時
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

演
奏
曲　

▼
真
田
丸
メ
イ
ン
テ
ー

マ
▼
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
▼
上
を
向
い
て
歩
こ
う
▼

ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

な
ど

入
場
料　

無
料
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

【
全
国
一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動
】

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の

時　

そ
の
場
所
で
」

と　

き　

11
月
９
日
㈬
～
15
日
㈫

【
消
防
訓
練
】

　

運
動
期
間
中
、
オ
リ
オ
ン
機
械

株
式
会
社
の
関
係
者
お
よ
び
市
消

防
本
部
と
市
消
防
団
に
よ
る
消
防

訓
練
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
12
日
㈯
午
前
９
時

30
分
～
10
時
30
分

と
こ
ろ　

オ
リ
オ
ン
機
械
株
式
会

社
（
幸
高
町
）

問
合
せ　

消
防
本
部

▼
警
防
課（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４

９
０
０
）▼
予
防
課（
☎
０
２
６
‐
２

４
５
‐
４
２
０
０
）

第
32
回
消
防
団
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ラッパ隊が県大会で優勝した様子
　　　　　　　　　　　（今年７月）

準
優
勝
２
回
の
成
績
を
収
め
、
東

京
ド
ー
ム
や
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
全
国
消
防
記
念
大
会
に
お

い
て
、
消
防
ラ
ッ
パ
の
中
核
と
し

て
吹
奏
し
、
日
本
一
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、

防
止
思
想
高
揚
の
た
め
、
消
防
ラ

ッ
パ
を
用
い
て
地
域
を
パ
レ
ー
ド

し
て
い
ま
す
。

救
急
法
の
講
習
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。▲カッタカタまつりオープニングに参

加する女性消防団員の様子(今年７月)

■須坂市消防団サポート事業のイメージ図

須坂市
（消防本部）

消防団
サポート登録店

入団促進を
期待

集客効果や地域
貢献などを期待

○〇商店
○〇電気店
○〇飲食店

登録の申請

サポート店表示証
の交付

団員サポー
ト証の提示

優遇サービ
スの提供



問合せ　子ども課（☎026‐248‐9026）

11月は児童虐待防止
推進月間です

子育て

平成28年度　標語　

「さしのべて あなたのその手 いちはやく」

広報 平成28年11月号 ・４・

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
児
童
虐
待
の
報
道
を
目
に
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
須
坂
市
で
も
、
こ
こ
５
年
間
に
、
子
ど
も
の

虐
待
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
や
社
会
で
安
心
し
て
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
社
会
全
体
が
児

童
虐
待
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

児
童
虐
待
と
は

【
心
理
的
虐
待
】

▼
言
葉
で
お
ど
す
・
罵
声
を
浴
び

　

せ
る

▼
無
視
や
拒
否
的
な
態
度

▼
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い

▼
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対

　

し
て
暴
力
を
ふ
る
う　
　

な
ど

【
身
体
的
虐
待
】

▼
た
た
く
、
殴
る
・
け
る

▼
や
け
ど
を
負
わ
せ
る

▼
戸
外
に
長
時
間
締
め
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
や

 

怠
慢
）
】

▼
食
事
や
身
な
り
の
世
話
を
し
な      

　

い
▼
病
気
に
な
っ
て
も
治
療
を
受
け

　

さ
せ
な
い

▼
車
の
中
に
放
置
す
る
・
家
に
閉

　

じ
込
め
る　
　
　
　
　
　

な
ど

【
性
的
虐
待
】

▼
子
ど
も
に
性
的
行
為
を
す
る
、

　

ま
た
は
見
せ
る

▼
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

虐
待
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す

影
響

【
発
達
へ
の
影
響
】

▼
言
葉
や
学
習
の
遅
れ　
　

な
ど

【
心
へ
の
影
響
】

▼
情
緒
不
安
定
、
自
己
否
定
感
、

　

強
い
不
安
感　
　
　
　
　

な
ど

【
行
動
へ
の
影
響
】

▼
暴
力
性
、
衝
動
性
、
自
傷
行
為
、

　

対
人
関
係
の
形
成
不
全
、
家
出
、

　

万
引
き　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
体
へ
の
影
響
】

▼
後
遺
症
、
低
身
長
、
低
体
重
、

　

栄
養
不
良　
　
　
　
　
　

な
ど

虐
待
の
注
意
信
号

▼
子
ど
も
が
い
る
は
ず
な
の
に
、

　

姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
な
い

▼
大
声
で
怒
鳴
る
声
、
子
ど
も
の

　

泣
き
声
、
物
を
投
げ
る
な
ど
の

　

物
音
が
す
る

▼
衣
服
が
汚
れ
て
い
る
な
ど
不
衛

　

生
な
こ
と
が
よ
く
あ
る

▼
顔
や
体
に
あ
ざ
を
よ
く
つ
く
っ

　

て
い
る

▼
昼
夜
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
だ
け

　

で
い
る
こ
と
が
多
く
、
近
所
を

　

徘は
い
か
い徊

し
て
い
る

迷
わ
ず
相
談
を

　

虐
待
の
注
意
信
号
を
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
救
う
だ
け

で
な
く
、
保
護
者
や
家
庭
へ
の
支

援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

❤
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　

24
時
間
対
応

❤
長
野
県
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時

　

間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
２
６
‐
２
１
９
‐
２
４
１
３

　

24
時
間
対
応

❤
子
ど
も
課

　

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６

Ｃ
Ａ
Ｐ
研
修

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
暴
力

か
ら
自
分
を
守
る
た
め
の
人
権
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
研
修
）を

各
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
平
等
に
持
っ
て
い
る「
安

心
・
自
信
・
自
由
」
を
学
び
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
自
分
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
、
嫌

な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
を
周
り
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

学
習
し
て
い
ま
す
。

毎年11月12日～25日は

「女性に対する暴力をなく

す運動」期間です

　夫・パートナーからの暴

力や性犯罪、セクシャルハ

ラスメント、ストーカー行

為など、女性に対する暴力

は、女性の人権を侵害する

ものであり、決して許され

る行為ではありません。

　「自分さえ我慢すれば」と

思っているあなた、一人で

悩まず相談しましょう。

相談先　ＤＶ相談ナビ　　

　　　　（☎0570‐0‐55210）

問合せ　男女共同参画課

　　　　（☎026‐248‐9034）

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
12
月
29

　

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
通
報
に
あ
た
っ
て
】

▼
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

　

通
報
者
に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
通
報
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

オレンジリボン
には、子ども虐
待を防止すると
いうメッセージ
が込められてい
ます。

▲



▼
頑
張
り
す
ぎ
な
い

▼
時
に
は
周
り
の
人
に
頼
ろ
う

▼
場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
事
は
手

　

抜
き
で

▼
時
に
は
子
ど
も
と
離
れ
て
リ
フ

　

レ
ッ
シ
ュ

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
保
育

　

士
や
マ
マ
た
ち
と
お
し
ゃ
べ
り

　

し
よ
う

　

子
ど
も
課
で
は
、
家
庭
児
童
相

談
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え

込
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
内
容
】

▼
児
童
の
養
育
に
関
す
る
こ
と

▼
子
ど
も
の
発
達

▼
育
児
や
し
つ
け

▼
虐
待
防
止
の
対
応　
　
　

な
ど

子どものことで悩んだら・困ったら
迷わず相談してください

県の相談窓口

●学校教育課　☎026-248-0001

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆いじめや不登校など学校教育に関する相談。

●妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」　☎026-213-6400

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)

　相談窓口　保健センター・健康づくり課・子ども課

●中央児童相談所　☎026-238-8010

　月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分(※)　

　☆養護・育成・障がい相談や児童虐待など、あらゆ

　　る相談。

　(※)祝日、12月29日～１月３日を除きます。

市の相談窓口

０

50

（件数）

100

■須坂市での家庭児童相談受付件数

150

Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年

148 157 155
176

212

広報 平成28年11月号・５・

200

☆妊娠、出産、子育てに関するさまざ 

　まな相談。

☆保健師、栄養士、家庭児童相談員が

　お話をお聞きします。

☆どんなことでもお気軽にご相談くだ

　さい。

　

子
育
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
楽
し
み
・
喜

び
が
あ
る
反
面
、
子
ど
も
の
発
達

や
成
長
、
集
団
生
活
、
食
事
の
こ

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
悩
み
や
心

配
ご
と
が
で
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
し
な
が
ら
の
家

事
や
就
労
な
ど
、
精
神
的
に
も
体

力
的
に
も
負
担
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

つ
ら
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、
下
記
相
談
窓

口
な
ど
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼イライラして、つい子どもに当た

　っちゃう

▼なんで、うちの子はちゃんとでき

　ないの？

▼私の子育て間違ってないかしら

▼家族が協力してくれない

▼こんなこと思うの私だけかしら

▼きょうだいゲンカばっかり

▼どうして言うこと聞かないの !!

▼子育てに疲れちゃった…

▼誰かに聞きたい。でもこんなこと

　聞いていいのかな…

こんな悩みや不安は
ありませんか

家
庭
児
童
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

こ
れ
っ
て「
し
つ
け
」？

そ
れ
と
も「
虐
待
」？

　

 

「
悪
い
こ
と
を
し
た
か
ら
た
た
く
」

　

暴
力
は
、
歯
止
め
が
き
か
な
く

な
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
も
。「
け
が
を
す
る
と
思
わ
な
か

っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
 
 

「
ほ
か
の
子
ど
も
と
比
べ
て
責

 

　

め
る『
ど
う
し
て
あ
な
た
は
で

　

 

き
な
い
の
？
』
」

　

言
葉
で
お
ど
す
や
り
方
は
、子
ど

も
に
不
安
や
恐
怖
心
を
植
え
付
け
、

自
尊
心
や
周
り
の
人
へ
の
信
頼
感

を
持
て
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

【
「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の
違
い
】

　

「
し
つ
け
」は
、
子
ど
も
に
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
な
ど
必
要
な
こ
と
が
身
に

つ
く
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
や

理
解
度
に
配
慮
し
な
が
ら
行
な
っ

て
い
く
も
の
で
、
暴
力
（
身
体
的
・

心
理
的
）
な
ど
で
従
わ
せ
て
行
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❤
繰
り
返
し
教
え
る
の
が
基
本
で

す
。
子
ど
も
中
心
に
考
え
て
行
い
、

少
し
で
も
で
き
た
ら
必
ず
ほ
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

❤
子
ど
も
を
叱
る
時
に
は
一
呼
吸

お
き
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
っ
た

完
璧
な
親
は
い
ま
せ
ん

イ
ラ
イ
ラ
を
た
め
な
い
で

一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で

子
育
て
で
悩
ん
だ
ら
相
談
を

り
感
情
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
、
子
ど
も

に
わ
か
る
よ
う
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

例（ ）例（ ）
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福　祉

みんなが助け合い地域で暮らせる
社会をつくりましょう

問合せ　福祉課（☎026‐248‐9003）

　

須
坂
市
は
「
障
が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、
み
ん
な
同
じ
く
、

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
お
互
い
が
尊
重
し
合

い
、
支
え
合
う
社
会
に
向
け
て
理

解
と
行
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は
】

　

障
が
い
者
の
あ
た
り
ま
え
の
生

活
を
守
り
、
虐
待
に
よ
っ
て
障
が

い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か

さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。

　

障
が
い
者
の
安
定
し
た
生
活
や

社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、
み

な
さ
ん
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

【
虐
待
の
分
類
】

■
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
の
生
活
の
世
話
や
金

銭
の
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
家
族

や
親
族
、
同
居
す
る
人
に
よ
る
虐

待
。

■
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

　

に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い

る
職
員
に
よ
る
虐
待
。

■
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業

主
な
ど
に
よ
る
虐
待
。

【
虐
待
の
例
】　

■
身
体
的
虐
待

　

障
が
い
者
の
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

ま
た
、
正
当
な
理
由
な
く
、
身
動
き

が
と
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

■
性
的
虐
待

　

障
が
い
者
に
無
理
や
り
（
ま
た

は
同
意
と
見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ

な
こ
と
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
。

■
心
理
的
虐
待

　

障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶

し
た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度

で
、精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

■
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、障
が

い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

■
経
済
的
虐
待　

　

本
人
の
同
意
な
し
に
、
障
が
い

者
の
財
産
や
年
金
、
賃
金
な
ど
を

使
う
こ
と
。
ま
た
、
障
が
い
者
に

理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

【
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
通
報
を
】

　

虐
待
を
通
報
し
た
方
や
届
け
出

を
し
た
方
を
特
定
す
る
情
報
は
慎

重
に
取
り
扱
わ
れ
、
市
職
員
に
は

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
報
者
が
施
設
職
員
の
場
合
は
、

通
報
を
理
由
に
解
雇
な
ど
を
す
る

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。通
報
は

匿
名
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
養
護
者
へ
の
支
援
】

　

養
護
者
に
よ
る
虐
待
の
要
因
は
、

介
護
疲
れ
や
障
が
い
に
対
す
る
知

識
不
足
、
養
護
者
自
身
の
障
が
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
う
養
護
者
を

含
む
家
族
全
体
を
地
域
ぐ
る
み
で

支
援
す
る
こ
と
が
、
虐
待
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔

て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
の
法
律

で
す
。

【
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
】

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障

が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に「
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

障
が
い
者
虐
待
防
止
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

※ヘルプカ
ードの詳細
は、お問い
合わせくだ
さい。

　ヘルプカードは障がいのある方が周

囲に助けを求める手段の一つです。

　手助けをしてほしいことなど、あら

かじめカードに書き、日常的な場面で

ちょっとした手助けがほしいときや具

合が悪くなったときなどの緊急時や災

害時にカード示すことで、周囲の手助

けや気配りをお願いしやすくするもの

です。

配布場所　▼福祉課（窓口⑧番・本庁

舎１階）▼須高地域総合支援センター

（須坂ショッピングセンター内）

「ヘルプカード」を知ってください
【
虐
待
の
通
知
や
養
護
者
へ
の
支    

 

援
窓
口
】

▼
平
日
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
…
須
坂
市
障
害
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
課
・
窓
口

⑧
番
・
本
庁
舎
１
階
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３

▼
右
記
時
間
外
と
土
・
日
曜
日
、

祝
日
…
市
役
所
（
宿
直
）

☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
４
０
０
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人　権

第44回部落差別をはじめ
あらゆる差別をなくす市民大集会

申込・問合せ　人権同和教育課（☎026‐245‐0909）

人
権
教
育
強
調
月
間

市
民
大
集
会
は
11
月
19
日
㈯

　

11
月
15
日
㈫
～
12
月
14
日
㈬
は

人
権
教
育
強
調
月
間
で
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
職

場
な
ど
で
人
権
教
育
の
取
り
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高

め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

目
指
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
教
育
強
調
月
間
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、「
第
44
回
部
落

差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
す
市
民
大
集
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
学
習
を

深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
の

解
決
に
向
け
て
考
え
る
こ
と
か
ら

差
別
解
消
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

内　

容　
　

▼
人
権
教
育
啓
発
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
最
優
秀
作
品
表
彰
式

▼
学
習
発
表
「
親
子
で
と
も
に
育

み
合
お
う　

豊
か
な
人
権
感
覚
」

…
墨
坂
中
学
校
生
徒
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

み
な
さ
ん

▼
講
演
「
現
代
の
い
じ
め
と
そ
の

解
決
～
大
人
の
す
べ
き
こ
と
～
」

…
山
脇
由
貴
子
さ
ん
（
山
脇
由
貴

子
心
理
オ
フ
ィ
ス
代
表
）

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

▼
駐
車
で
き
る
台
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ

せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
託
児
を
希
望
す
る
方
は
11
月
11

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

主
催　

須
坂
市
人
権
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
会
議

　

東
京
都
出
身
。
東
京
都
に
心

理
職
と
し
て
入
都
、
福
祉
園
勤

務
を
経
て
、
都
内
児
童
相
談
所

で
児
童
心
理
司
と
し
て
19
年
間

勤
務
。
２
０
０
６
年
、
現
代
の

い
じ
め
問
題
の
核
心
を
つ
い
た

著
書
『
教
室
の
悪
魔
』
他
が
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
以
降
企
業

や
自
治
体
、
教
育
機
関
か
ら
の

依
頼
で
子
ど
も
の
人
権
問
題
な

ど
の
講
演
活
動
を
行
な
っ
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
児
童
相
談

所
ス
タ
ッ
フ
育
成
に
も
関
わ
っ

た
。
２
０
１
５
年
、
山
脇
由
貴

子
心
理
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
。

講
師
・
山
脇
由
貴
子
さ
ん
の
紹
介

霊
　
園

坂
田
霊
園
と
高
梨
霊
園
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ　

生
活
環
境
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

　

返
還
の
あ
っ
た
区
画
の
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
資
格　

須
坂
市
に
本
籍
ま
た

は
住
所
が
あ
る
方

募
集
区
画
数

【
坂
田
霊
園
】
…
13
区
画
（
3．3
㎡
）

【
高
梨
霊
園
】
…
６
区
画
（
４
㎡
）

永
代
使
用
料

【
坂
田
霊
園
】
…
18
万
７
０
０
０
円

【
高
梨
霊
園
】
…
49
万
２
０
０
０
円

管
理
料　

年
間
３
０
０
０
円
（
今

年
度
は
７
５
０
円
）

受
付
日
時　

11
月
14
日
㈪
～
12
月

２
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

受
付
場
所　

生
活
環
境
課
（
窓
口

⑦
番
・
本
庁
舎
１
階
）

持
ち
物　

▼
申
込
者
の
住
民
票
抄

本
１
通
（
個
人
分
・
本
籍
表
示
の

あ
る
も
の
）
▼
は
ん
こ

注
意
事
項

▼
申
し
込
み
は
１
世
帯
に
１
区
画

の
み
で
す
。

▼
現
状
は
さ
ら
地
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
度
使
用
し
た
区
画
の
再

募
集
に
な
り
ま
す
。

▼
使
用
許
可
の
決
定
は
申
込
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
す
る
区
画

が
重
複
し
た
場
合
は
、
抽
選
に
な

り
ま
す
。

▼
希
望
区
画
が
重
複
し
た
場
合
は
、

使
用
者
抽
選
会
（
12
月
に
予
定
）
に

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　希望する方は、内容を

よくご覧いただき、申し

込んでください。

　申し込みは直接、生活

環境課窓口でお願いしま

す。電話やＦＡＸ、Ｅメー

ルなどによる申し込みは

受け付けていません。
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２ 職員の給与の状況

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料
　を100とした場合の地方公務員の給料水準を
　表す指標です。

２‐④ ラスパイレス指数（各年４月１日現在）

須坂市

全国市平均

１ 職員の任免および職員数に関する状況

部門
職員数（人） 対10年度

増減数

議会

総務

税務

民生

衛生

労働

農林水産

商工

土木

教育

消防

水道

下水道

その他

１‐② 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

採用者数 退職者数 増減

15人 16人 -1人

１‐① 職員の採用と退職の状況

　　　（平成27年４月２日～平成28年４月１日）

２‐② 職員の平均給与月額と平均年齢

　　　（平成27年４月１日現在）

区分 平均給与 平均年齢

須坂市 384,931円 42.2歳

長野県 419,584円 43.3歳

※給与月額は給料月額に扶養・住居・時間
外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

２‐③ 職員の初任給（一般行政職）

区分

須坂市

長野県

大学卒

176,400円

183,100円

高校卒

143,900円

148,400円

493人

■職員数の推移

職員数
（人）

460

510

定員適正化計画を策定した平成
10年度と比較して144人（23.3％）
の正規職員を削減しました。

617人

474人 473人
491人 483人

26年度 27年度

98.4  98.6

98.6

２‐① 職員給与費の状況

給与費
職員数（Ａ）

（平成27年度一般会計決算）

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

一人あたり
給与費（Ｂ/Ａ）

450人 16億9,381万円 3億5,656万円 6億4,550万円 26億9,587万円 599万円

 98.7

560

一般行

政部門

特別行

政部門

公営企

業等会

計部門

小計

10年度

38

28年度

 5

66

20

 101

39

 0

12

12

44

88

 126

18

 5

25

48

 473

 299

27年度

 5

65

20

 100

39

0

13

12

46

39

88

 127

19

 5

23

47

 474

 300

26年度

 5

61

20

 102

42

 1

13

12

48

41

89

 130

20

 5

24

49

 483

 304

 5

72

26

 137

41

 5

22

20

50

84

90

 174

33

18

14

65

 378

 617

小計

小計

合計

　   0

　  -6

　  -6

   -36

 　 -2

 　 -5

 -10

 　 -8

　  -6

　 -46

 　 -2

　 -15

　 -13

 +11

　 -79

　 -17

  -144

　 -48

人
　
事

人
事
行
政
の
運
営
状
況

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
職
員
の
勤
務
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
市

の
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
平
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
職

員
（
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
を
除
く
）
の
任
用
や
給
与
、
福
利
厚
生
な
ど

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

平成10 22

■職員給与の推移
給与額
（億円）

20

24

28

32

36

23 24 25 26 27年度

27億
1,014
万円

26億
7,705
万円

27億
2,448
万円

34億
7,336
万円

26億
1,746
万円

26億
8,412
万円

平成10年度と比較して７億
7,748万円を削減しました。

区分

26億
9,588
万円

489人
※平成28年度に策定した第五次須坂市総合計画後期基本計

画で正規職員の目標値を定めました。平成26年度483人か

ら平成32年度 467人へ、16人の減員を設定しました。

28平成10 23 24 25 26 27 年度
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３ 職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況

５ 職員の研修の状況（平成27年度）

７ 職員の福祉および利益の保護の状況

７‐① 健康診断などの実施状況

　▼定期健康診断▼夜勤者定期健康診断▼消化器検

　診▼人間ドック▼婦人科検診▼職員健康相談▼メ

　ンタルヘルス研修会　など

３‐② 年次休暇の取得（平成27年１月１日～12月31日）

8．63日
１年につき20日付与

※翌年に繰越可能20日

平均取得日数概要

※受講者数は延べ人数で、嘱託職員も含みます。

４ 職員の懲戒処分の状況（平成27年度）

※理事者(市長と副市長、教育長)の給料は平成27年度の１年間で337万円減額しました。条例改正し８月から減額、さらに８月～12月

　までの５カ月間、市長10%、副市長５％削減しました。上記の理事者の給料は平成27年８月以降のものです。平成27年７月以前は、

　市長減額前918,000円減額後734,400円、副市長減額前760,000円減額後646,000円、教育長減額前659,000円減額後593,100円です。

※理事者の退職手当は任期（１期４年）満了ごとに支給しています。

※平成28年度の給料月額は、条例改正し、市長は10％、副市長は５％減額しました。(平成28年８月１日施行）　

※年間をとおして在職した職員の平均取得日数です。

７‐② 職員互助会の設置と活動状況

　　地方公務員法第42条に基づく職員の保健やその

　他の厚生に関する事項を実施するため、須坂市職

　員互助会を設置し、職員厚生事業や文化活動事業、

　体育事業などを行なっています。職員互助会は職

　員からの会費と市などからの負担金により運営され

　ています。

７‐③ 公務災害の概要・認定状況

　平成27年度公務災害認定件数…７件

　※公務上や通勤途上の災害により負傷または死亡

　した場合には、地方公務員災害補償基金から一定

　の補償が行われます。

７‐④ 不利益処分に関する不服申立ての状況など

　▼勤務条件に関する措置の要求の状況…０件

　▼不利益処分に関する不服申立ての状況…０件

２‐⑤ 期末・勤勉手当（平成27年度）

※職務の級による加算措置があります。

２‐⑦ 特別職の報酬など

給料月額

減額後減額前
区分 期末手当 区分 報酬月額

456,000円

387,000円

355,000円

(減額前の
額×1.4)の
3.15月分

議長

副議長

議員

767,700円853,000円市長

670,700円706,000円副市長

613,000円613,000円教育長

期末手当

(報酬月額
×1.4)の
3.15月分

退職手当

減額前の額×0.42 ×48月

減額前の額×0.294×48月

減額前の額×0.21 ×48月

２‐⑥ 退職手当（平成27年度）

　　地方公務員法の一部改正に伴い、職員の勤務成

　績を能力と業績の両面から評価することが法律上

　義務付けられました。(平成28年４月１日施行）

　※平成28年度から人事評価制度を実施し、管理職を

　対象に業績評価の結果を勤勉手当に反映しています。

支給割合
区分

期末手当 勤勉手当

 1.375月分   0.850月分12月

 2.600月分   1.600月分合計

 1.225月分   0.750月分６月

区分
自己都合

 20.445月分

 29.145月分

 41.325月分

 49.590月分

定年など

 25.55625月分

 34.5825 月分

 49.590  月分

 49.590  月分

勤続20年

勤続25年

勤続35年

最高限度額

 

　　地方公務員法の一部改正に伴い、元職員による

　離職前５年間に在籍していた職員に対して契約事

　務などの働きかけが規制されるようになりました。

　また、営利企業などに再就職した元職員に対して、

　離職後２年間、再就職に関する届け出が義務付けに

　なりました。(平成28年４月１日施行）

３‐① 勤務時間（平成27年度）

一週間の勤務時間 勤務時間 休憩時間

38時間45分 8：30～17：15 12：00～13：00

※消防署、学校、図書館、保育所、児童センターなどの職員

は勤務時間が異なります。

区分 研修内容 受講者数

職層別研修
▼一般・中堅行政職員研修▼主

査研修▼管理職員研修　など
200人

専門研修
▼市町村職員研修センター専門研

修▼市町村アカデミー研修　など
 96人

特別研修
▼出前研修▼人権教育研修▼姉

妹都市交流研修　など
400人

研修派遣
▼長野県研修派遣▼長野経済研究所

研修派遣▼須坂商工会議所研修派遣
 3人

自己啓発 ▼職員自主学習促進助成  11人

６ 職員の人事評価の状況

８ 職員の退職管理の状況

 ２人
（休職）

処分人数

０人

職員がその職責を十分に果たすこ

とができない場合に行われる処分

で、公務能率の維持が目的です。

説明

職員の一定の義務違反に対する道

義的責任を問うための処分で、規

律と秩序の維持が目的です。

分限処分

区分

懲戒処分

支給割合
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予　算

平成28年度須坂市一般会計補正予算
第２号・３号が成立しました

問合せ　財政課（☎026‐248‐9016）

　

補
正
予
算
額
は
４
３
５
万
５
千

円
で
、
予
算
累
計
額
は
２
１
１
億

５
１
２
１
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
ご
と
の
補
正
金
額
と
主
な

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
補
正
し
た
す
べ
て
の
内
容
を
記

載
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
事
業
ご

と
の
補
正
金
額
と
一
致
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
助
け
合
い
、
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
健
康
・
福
祉
）

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
夢
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

（
子
育
て
・
教
育
）

豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
地
域

環
境
を
守
り
、
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
環
境
・
安
心
安
全
）

多
様
な
文
化
を
学
び
育
て
、

交
流
す
る
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り（
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

み
ん
な
の
活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
（
産
業
振
興
）

み
ん
な
が
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

（
都
市
基
盤
整
備
）

【
産
業
連
携
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
４
５
９
０
万
円
〉

　

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活

用
し
、
信
州
須
坂
フ
ル
ー
ツ
発
泡

酒
協
議
会
が
事
業
主
体
で
、
須
坂

産
果
実
（
果
汁
）を
使
用
し
た
フ
ル

ー
ツ
発
泡
酒
な
ど
の
製
造
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。
新
た
な

産
業
や
新
規
雇
用
の
創
出
を
図
る

～平成28年９月市議会定例会で可決されました～

【
予
防
接
種
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
３
８
２
万
７
千
円
〉

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
改
正
に

よ
り
、10
月
１
日
か
ら
乳
児
に
対
す

る
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
に
な
っ
た
た
め
、予
防
接
種
の
実

施
に
か
か
る
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

【
私
立
保
育
園
運
営
助
成
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
２
１
６
万
７
千
円
〉

　

保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
、
私
立
保
育
園
の

業
務
を
効
率
化
す
る
た
め
の
補
助

金
を
計
上
し
ま
す
。

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

【
環
境
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
９
７
万
２
千
円
〉

　

地
元
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
上

信
越
自
動
車
道
の
騒
音
に
関
し
て

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
騒
音
調

査
委
託
料
を
増
額
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

【
文
化
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
１
２
９
０
万
円
〉

　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
ト
イ
レ
洋
式

化
工
事
に
関
し
て
、
既
存
便
器
数

を
確
保
し
な
が
ら
、
快
適
に
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
の
広
さ
や

【
道
路
維
持
補
修
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
１
０
５
０
万
円
〉

　

各
町
か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え
、

道
路
や
水
路
な
ど
を
補
修
す
る
た

め
、
委
託
料
お
よ
び
工
事
費
を
増

額
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

た
め
、
協
議
会
へ
の
負
担
金
を
計

上
し
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
連
携
開
発
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

【
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
３
０
０
万
円
〉

　

損
傷
な
ど
に
よ
り
修
繕
要
望
さ

れ
た
交
通
安
全
施
設
（
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
）
を
更
新
す
る
た
め
、

工
事
費
を
増
額
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
農
道
改
良
事
業
】

　
　
　
　
　
　

〈
２
５
０
０
万
円
〉

　

千
曲
川
堤
外
地
を
流
れ
る
百
々

川
に
架
設
し
て
い
る
、
木
橋
の
百

々
川
１
号
橋
修
繕
工
事
費
を
計
上

し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

▲新規就農者研修の様子

【
農
業
後
継
者
対
策
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
３
４
６
万
７
千
円
〉

　

須
坂
市
で
新
た
に
農
業
を
始
め

よ
う
と
す
る
新
規
就
農
研
修
者
が

増
加
し
た
た
め
、
新
規
就
農
研
修

給
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

▲百々川１号橋

通
路
幅
を
確
保
す
る
た
め
、
工
事

費
を
増
額
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
７
）
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
て
、
防
災
行

政
無
線
か
ら
緊
急
地
震
速
報
の
訓

訓
練
の
内
容

緊
急
地
震
速
報
と
は

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
発

生
直
後
に
、
各
地
で
の
強
い
揺
れ

の
到
達
時
刻
や
震
度
を
予
想
し
、

可
能
な
限
り
素
早
く
知
ら
せ
る
情

報
の
こ
と
で
す
。

　

強
い
揺
れ
の
前
に
、
身
を
守
っ

た
り
、
工
場
な
ど
で
は
機
械
を
制

御
し
た
り
、
列
車
の
速
度
を
落
と

す
な
ど
、
情
報
を
活
用
し
て
行
動

で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
周
り
の
人
に
声
を
か

け
な
が
ら
「
周
囲
の
状
況
に
応
じ

て
、
慌
て
ず
に
、
身
の
安
全
を
確

保
す
る
」
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

日
頃
か
ら
い
ざ
と
い
う
と
き
の

行
動
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
屋
の
耐
震
化
や
家
具

の
固
定
を
す
る
な
ど
、
地
震
に
備

え
ま
し
ょ
う
。 

実
際
に
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
と
き
は

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て

か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時

間
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

　

短
い
時
間
で
慌
て
ず
に
身
を
守

る
方
法
を
知
り
、
実
際
に
行
動
・

経
験
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

訓
　
練

緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な

訓
練
を
行
い
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
て
、
防
災

行
政
無
線
か
ら
訓
練
放
送
が
流

れ
ま
す
。

と　

き　

11
月
29
日
㈫
午
前
11

時
ご
ろ

放
送
内
容　

チ
ャ
イ
ム
＋
「
こ

れ
は
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り

返
し
）
＋
「
こ
ち
ら
は
広
報
す

ざ
か
で
す
」
＋
チ
ャ
イ
ム

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
、
身
を
守
る
行
動

や
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
行
動

訓
練
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
４
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
ご
ろ

放
送
内
容　

①
チ
ャ
イ
ム

②
「
こ
ち
ら
は
広
報
す
ざ
か
で
す
。

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
」

③
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
＋

「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
」（
３
回
繰
り
返
し
）

④
「
こ
ち
ら
は
広
報
す
ざ
か
で
す
。

こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
」

⑤
チ
ャ
イ
ム

※
今
回
実
施
す
る
訓
練
は
、
防
災

行
政
無
線
に
よ
る
屋
外
放
送
（
防

災
ラ
ジ
オ
・
戸
別
受
信
機
を
含
む
）

の
み
で
行
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
携
帯
電
話
な
ど
を
通
じ
た

訓
練
と
避
難
所
を
開
設
す
る
訓
練

は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
訓
練
の

詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
a
t
a
.
j
m
a
.
g
o
.

jp/svd/eew/data/nc/kunren/

2
0
1
6
/
0
2
/
k
u
n
r
e
n
.
h
t
m
l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

▼
平
成
28
年
１
月
１
日
～
９
月
30

日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
…
11
月
上
旬

▼
平
成
28
年
10
月
１
日
～
12
月
31

日
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
…
平
成
29

年
２
月
上
旬

年
末
調
整
や
確
定
申
告
へ
の

対
応

　

控
除
証
明
書
（
ま
た
は
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
と
き
の
領
収
証

書
）を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
場
合
は
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

年
　
金

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す

問
合
せ　

長
野
北
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
４
‐
４
１
０
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

や
住
民
税
の
申
告
を
す
る
と
き
に

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

申
告
時
に
必
要
な
控
除
証
明
書

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

28
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
で

す
。ね

ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話（
電
話
番
号
が
０
５
０

で
始
ま
る
電
話
）
で
か
け
る
場
合

は
☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５

受
付
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成

29
年
３
月
15
日
㈬

受
付
時
間　

▼
月
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時

▼
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
～
午

後
５
時

※
第
２
土
曜
日
を
除
く
祝
日
と
年

末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
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展　示

問合せ　世界の民俗人形博物館（☎026‐245‐2340）

小池千枝の軌跡～100年の情熱
世界の民俗人形博物館開館20年記念特別展

小
池
千
枝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
世

界
の
民
俗
人
形
博
物
館
と
は

　

多
く
の
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
育

て
、「
日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の

ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
」
と
慕
わ
れ
た
小

池
千
枝
さ
ん
（
文
化
服
装
学
院
元

名
誉
学
院
長
・
須
坂
市
南
原
町
出

身
）
が
収
集
し
た
、
世
界
１
０
０

カ
国
以
上
・
３
０
０
０
体
余
り
の

民
俗
人
形
を
所
蔵
・
公
開
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
『
広
報
す
ざ
か
』
８

月
号
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
27
日
㈰
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）

テ
ー
マ

▼
小
池
千
枝
と
の
一
番
の
思
い

　

出
▼
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

印
象
的
な
言
葉

▼
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
感
じ
る

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の
変
化
・

　

進
化　

▼
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
持
つ
メ
ッ

　

セ
ー
ジ
性
や
可
能
性
を
次
世

　

代
に
伝
え
る

出
演
者　

▼
津
森
千
里
さ
ん
▼

丸
山
敬
太
さ
ん
▼
堀
田
瑞
枝
さ

ん入
場
料　

▼
一
般
…
１
０
０
０

円
▼
高
校
生
以
下
…
無
料
（
整

理
券
が
必
要
で
す
）

入
場
券
販
売
・
整
理
券
配
布
場
所

▼
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

▼
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
８
０
０
）

【
出
演
者
紹
介
】

　

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｔ
Ｏ
」
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
大
人
の

た
め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
あ
ふ
れ
る

デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
る
。

　

「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
」
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
ス
テ
ー
ジ

や
ド
ラ
マ
の
衣
装
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
幅
広
く
活
躍
中
。

　

（
一
社
）
日
本
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
事
務
局

長
な
ど
を
務
め
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
普
及
活
動
に
取
り
組
む
。

▲小池千枝さん

小
池
千
枝
の
軌
跡

～
１
０
０
年
の
情
熱

　

今
年
、世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

の
名
誉
館
長
で
も
あ
る
小
池
千
枝

さ
ん
の
生
誕
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
特
別
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

小
池
千
枝
さ
ん
が
歩
ん
で
き
た

道
の
り
や
収
集
の
原
点
と
な
っ
た

民
俗
人
形
、
出
会
っ
た
人
々
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
展
示
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
民
俗
人
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
原
点
】

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
第
一
号
の
エ
ジ

プ
ト
の
人
形（
左
の
写
真
）の
ほ
か
、

小
池
千
枝
さ
ん
が
見
た
民
俗
衣
装

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
を
渡
航
写
真

と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

展
示
内
容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

～
次
世
代
に
つ
な
ぐ
小
池
千
枝
の
情
熱
～

展示期間　11月29日㈫まで

【
小
池
千
枝
の
原
点
・
故
郷
】

　

小
池
千
枝
さ
ん
の
母
や
家
族
の

姿
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
情
熱
を
傾

け
た
原
点
、
小
池
千
枝
さ
ん
に
と

っ
て
の
須
坂
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
次
世
代
へ
】

　

小
池
千
枝
さ
ん
か
ら
、
直
接
ま

た
は
間
接
的
に
影
響
を
受
け
た
表

現
者
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
共
に
学
び
、
共
に
育
つ
】

　

立
体
裁
断
の
資
料
、
授
業
で
使

用
し
た
教
材
、
文
化
服
装
学
院
関

係
の
資
料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

津森千里さん丸山敬太さん堀田瑞枝さん

【
小
池
千
枝
と
出
会
っ
た
人
々
】　

 

　

小
池
千
枝
さ
ん
の
教
え
子
な
ど
、

世
界
で
活
躍
す
る
17
人
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
左
ペ
ー
ジ
参
照
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小
池
千
枝
さ
ん
の
教
え
子
で
、

世
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
活
躍

す
る
17
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
の
受
付

で
販
売
し
て
い
る『
図
録
』（
１
３
０
０

円
）
に
、
今
回
出
品
し
て
い
る
全
作

世
界
で
活
躍
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時休
館
日　

水
曜
日
（
11
月
23
日
㈬

は
開
館
）

入
館
料　

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

※
20
人
以
上
で
入
館
さ
れ
る
場
合

は
２
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
次
の
方
は
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
入
館
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

▼
市
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方

▼
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方 

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

の
基
本
情
報

【出品デザイナー】

▲コシノジュンコさんの作品

　銀箔を使った光沢感が

目を引く作品

（1990年発表）

▲丸山敬太さんの作品

　民俗衣装などから発

想を得ている作品

（2002‐03年秋冬発表）

▲津森千里さんの作品

　動物や人などの刺しゅ

うが散りばめられた作品

（2006‐07年秋冬発表）

▲前田修さんの作品

　この特別展のため

にデザインした作品

（2016年発表）

▼コシノヒロコ（HIROKO KOSHINO）　 ▼髙田賢三

▼コシノジュンコ（JUNKO KOSHINO）  ▼北原明子（MINE MAY）

▼山本耀司（YOHJI YAMAMOTO）　　　 ▼前田徳子（TOKUKO 1erVOL）

▼小室しづか（4928 SHIZUKA KOMURO）▼田山淳朗（ATSURO TAYAMA）

▼津森千里（TSUMORI CHISATO）　 　 ▼比嘉京子（KYOKO HIGA）

▼羽根久美子（ALBEROBELLO）　　　　▼前田修（OSAMU MAEDA）

▼丸山敬太（KEITA MARUYAMA）　　　 ▼菱沼良樹（YOSHIKI HISHINUMA）

▼たかはしみき（ATELIER MANIS）    ▼堀畑裕之/関口真希子（matohu）

品
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
紹
介
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
小
池
千
枝
さ
ん
に
対
す

る
思
い
な
ど
の
コ
ラ
ム
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
展
示
作
品
と
一
緒
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
『
広
報
す
ざ
か
』
９
月
号
の
裏
表

紙
に
今
回
の
企
画
展
の
無
料
入
館

券
が
付
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

403

★
世界の民俗
人形博物館

至 仁礼

至 日滝

北信濃くだ
もの街道

井上町東

上八町

鮎川

百々川
幸高町

須坂市
動物園

須坂版画
美術館

臥竜公園

市役所

南原町

臥竜公園入口
406



広報 平成28年11月号 ・14・

子
育
て

利
用
で
き
る
方

　

出
産
後
の
育
児
や
体
に
不

安
の
あ
る
お
母
さ
ん
や
赤
ち

ゃ
ん
が
、
授
乳
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
育
児
相
談
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
す
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
出
産

後
３
カ
月
未
満
の
母
子
の
方

の
う
ち
、
次
に
該
当
す
る
方

▼
出
産
後
の
育
児
や
体
の
回

復
に
不
安
が
あ
る
方

▼
家
族
か
ら
の
支
援
が
受
け

ら
れ
な
い
方

産
後
ケ
ア
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ　

▼
健
康
づ
く
り
課（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

　
　
　
　

▼
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

※宿泊ケアとデイケアを組み合わせて利用することもできます（利用限度は合計14日間）。

【宿泊ケア】
ママと赤ち
ゃんのほっ
とステイ

【デイケア】
ママのほっ
とスペース

須坂病院

助産所ほやほや
（長野市北堀）

須坂病院

7,500円×利用日数
（３食付き）
※双子以上の場合、子ども
一人につき3,000円加算

3,000円（昼食は各自で用意）

※双子以上の場合、子ども
一人につき2,000円加算

原則として７日間以内

原則として７日間以内
※土・日曜日、祝日からの
利用はできません。

７日間まで
※利用時間は午前10時～
午後４時ごろ。土・日曜日、
祝日は利用できません。

利用できる日数など
産婦と赤ちゃん一人の
１日の利用料金（税込）

利用できる施設

産
後
ケ
ア
事
業
と
は

　

宿
泊
ケ
ア
と
デ
イ
ケ
ア
が

あ
り
ま
す（
下
表
参
照
）。

　

詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
窓
口
⑥
番
・
本
庁
舎
１

階
）
か
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
施
設

ウォーキングで健康づくり

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

健康だより

～健康ウォーカーズのすすめ～

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

使
っ
て
市
内
を
歩
こ
う

　

市
内
26
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

※
横
町
の
子
育
て
地
蔵
と
東
横
町

の
延
命
地
蔵
を
巡
る
健
康
を
テ
ー

マ
に
し
た
新
コ
ー
ス
が
加
わ
り
ま
す
。

マ
ッ
プ
の
設
置
場
所　

▼
健
康
づ

く
り
課
▼
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
中
央

公
民
館
▼
各
地
域
公
民
館
▼
市
観

光
協
会

「
健
康
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
」
募
集

　

１
日
30
分
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
週
３
日
以
上
行
い
、
１
カ
月

以
上
継
続
し
た
方
を
「
健
康
ウ
ォ

ー
カ
ー
ズ
」
と
し
て
認
定
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

夜
８
時
く
ら
い
か
ら
１
時
間
程

度
、
週
１
回
、
２
人
で
歩
い
て
い

ま
す
。
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
な
の
で
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
特
に
決
め
な
い
の
が

私
た
ち
流
で
す
。
信
号
が
青
に
な

っ
て
い
る
道
を
選
び
ま
す
。

　

私
た
ち
は
同
時
期
に
保
健
補
導

員
を
経
験
し
、
健
康
を
学
ぶ
な
か

で
、
お
金
を
か
け
ず
に
運
動
で
き

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
手
軽
な
の
で
、

楽
し
ん
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

夏
は
ホ
タ
ル
を
見
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
頃
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
（
ア
ー
ト
パ
ー
ク
）を
見
に
、
ま

た
、
野
辺
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

（
円
形
の
交
差
点
）が
で
き
た
と
き

に
も
見
に
行
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
践
者
の
声

▲ウォーキングマップ「蔵の町並み散策コース」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動

で
す
。
生
活
習
慣
病
や
認
知
症
を

予
防
し
、
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

Ｙさん（東横町）

Ｋさん（東横町）

ウォーキングシティ　すざか
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宝くじ助成

宝くじ収益が財源の（公財）長野県市町村振興協会の
地域活動助成事業を活用して、備品を整備しました

●大日向町区…会議テーブル、イス、発電機、

ハロゲンライト、物置（大型・中型）の公会堂備品

　　　　　　　　　　　　　　　　（10月７日）

●北旭ヶ丘町自治会…防災倉庫、組立テント、ワ

ンタッチリヤカー、発電機、LED バルーン投光機、

拡声器など防災備品　　　　　　　　（８月31日）

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

町の備品を整備しました

●市消防団第10分団３部

　に、小型動力消防ポン

　プ、消防ホースなどの

　消防資機材一式　　　

　　　　　　（10月６日）

問合せ　消防本部警防課（☎026‐245‐4900）

消防器具などを整備しました

問合せ　総務課（☎026‐248‐9000）

自主防災組織に防災備品を整備しました

ス
ポ
ー
ツ

長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
を

一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
須
坂
市
民
球

団
「
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
」が
参
戦
す

る
「
Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ

男
子
」
が
開
幕
し
ま
す
。

　

開
幕
戦
は
全
８
チ
ー
ム
が
須
坂

市
に
集
結
し
て
戦
い
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
み
な
さ
ん
で
会
場
を
う

め
つ
く
し
、
一
緒
に
応
援
し
ま
し

ょ
う
。

と　

き　

▼
11
月
５
日
㈯
午
前
10

時
～
▼
６
日
㈰
午
前
11
時
～　
　

※
長
野
☆
ガ
ロ
ン
ズ
の
試
合
は
、

両
日
と
も
午
後
３
時
頃
か
ら
予
定

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

入
場
料　

▼
大
人
…
２
２
０
０
円

（
前
売
り
２
０
０
０
円
）
▼
シ
ニ
ア

（
65
歳
以
上
の
方
）
…
１
２
０
０
円

（
前
売
り
１
０
０
０
円
）▼
中
・
高
校

生
…
１
２
０
０
円（
前
売
り
１
０
０
０

円
）
▼
小
学
生
…
７
０
０
円
（
前
売

り
５
０
０
円
）

販
売
場
所　

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
（
東
庁
舎
１
階
、
創
造
の
家

内
）
▼
㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
町
）

サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

▲長野☆ガロンズの試合の様子

　

チ
ー
ム
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
く
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

「
Ｇガ

ロ

ン

ズ

ａ
Ｒ
ｏ
ｎ
ｓ　

倶く

ら

ぶ

楽
部
」
の

会
員
に
な
る
と
、
チ
ー
ム
の
グ
ッ

ズ
が
も
ら
え
る
ほ
か
、
特
典
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
２
６
‐
４

０
５
‐
６
５
６
９
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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国
名
勝
指
定

米よ

な

こ

ば

く

ふ

ぐ

ん

子
瀑
布
群
が
国
の
名
勝
に

な
り
ま
し
た

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

▲米子大瀑布はＮＨＫ大河ドラマ「真田
　丸」のオープニング映像のロケ地です

米
子
瀑
布
群
と
は

　

米
子
川
の
上
流
、
標
高
約
１
６

０
０
ｍ
付
近
の
岩
壁
に
流
れ
落
ち

る
10
数
条
の
滝
の
総
称
で
す
。

　

「
米よ

な

こ子
大だ

い

ば

く

ふ

瀑
布
」は
、
権ご

ん
げ
ん現

滝
（
写

真
左
側
・
落
差
約
80
ｍ
）
と
不
動

滝
（
写
真
右
側
・
落
差
約
85
ｍ
）
の

名
勝
と
し
て
の
価
値

　

名
勝
の
範
囲
と
し
て
は
、
滝
の

ほ
か
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
米
子

瀧
山
不
動
尊
寺
奥
之
院
や
奇
妙
山

遺
跡
と
石
仏
群
を
含
み
ま
す
。

　

古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、

近
世
後
期
以
降
は
、
景
勝
地
と
し

て
の
評
価
を
付
加
し
つ
つ
現
在
ま

で
そ
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
地
形
や
地
質
に
よ
っ

て
独
特
の
風
致
景
観
が
形
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
観
賞
上
や
学
術
上

の
価
値
は
高
く
重
要
で
あ
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　米子大瀑布への

アクセス道路は、

例年11月中旬から

翌年５月上旬まで

閉鎖になります。

　

「
米
子
瀑
布
群
」が
10
月
３
日
付

け
で
国
の
名
勝
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
名
勝
と
し
て
は
、
県
内
６

件
目
、
滝
で
は
県
内
初
で
す
。

こ
と
を
い
い
ま
す
。

▼
多
年
、
消
防
の
職
務
に
精
励
さ

　

れ
、
市
民
の
生
命
財
産
の
保
全

　

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林　

幹
正　
　
　

（
村
石
町
）

　

坂
田　

則
幸　
　

（
豊
丘
上
町
）

　

田
中　

秀
幸　
　
　

（
仁
礼
町
）

　

中
山　

竜
也　
　
　

（
仁
礼
町
）

　

丸
田　

嘉
人　
　
　

（
下
八
町
）

　

目
黒　

善
則　
　
　

（
仁
礼
町
）

　

山
岸　

伸
也　
　

（
豊
丘
上
町
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
政
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
表
彰
す

る
「
須
坂
市
表
彰
式
」を
11
月
３
日

㈭
に
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
表
彰
す
る
み
な
さ
ん
は

次
の
方
々
で
す
。

※
敬
称
略
、表
彰
種
目
別
、五
十
音
順

▼
多
年
、
統
計
調
査
員
と
し
て
各

　

種
統
計
業
務
に
携
わ
り
、
須
坂

統
計
功
労
者

▼
多
年
、
少
年
野
球
の
普
及
と
強

　

化
に
尽
力
さ
れ
、
青
少
年
の
健

　

全
育
成
と
須
坂
市
の
体
育
振
興

　

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

德
永　

陸
雄　
　
　

（
北
原
町
）

▼
地
域
貢
献
と
学
校
設
備
充
実
の

　

た
め
に
、
多
額
の
私
財
を
寄
附

　

さ
れ
ま
し
た
。

　

内
田　

昌
男　

（
北
旭
ヶ
丘
町
）

▼
旧
小
田
切
家
住
宅
落
成
に
際
し

▼
多
年
、
小
学
生
の
登
校
時
の
見

　

守
り
活
動
を
行
い
、
地
域
の
安

　

全
安
心
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

　

し
た
。

　

佐
藤　

文
男　
　
　

（
幸
高
町
）

▼
多
年
、
須
坂
市
動
物
園
の
サ
ポ

　

ー
ト
組
織
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
で
園
内
の
催
事
や
施
設
の

　

整
備
な
ど
を
行
い
、
同
動
物
園

　

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
す
ざ
か

消
防
功
労
者

体
育
功
労
者

私
財
寄
附
者

善
行
功
労
者

表
　
彰

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

　

て
、
多
額
の
私
財
を
寄
附
さ
れ

　

ま
し
た
。

　

笹
本　

恒
子　
　

 

（
神
奈
川
県
）

　

※
７
月
15
日
に
贈
呈

▼
信
州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

　

金
と
し
て
、
子
ど
も
は
宝
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の
た
め
に
、多

　

額
の
私
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
石　

久
二　
　
　

（
千
葉
県
）

　

市
の
統
計
行
政
の
推
進
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。　

　

金
井　

つ
や
子　
　

（
米
持
町
）

　

小
林　

保
子　

（
北
旭
ヶ
丘
町
）

　

田
中　

敬
子　
　
　

（
馬
場
町
）

　

永
田　

昇
子　
　
　

（
大
谷
町
）

　

堀
米　

富
平　
　
　

（
屋
部
町
）

　

丸
山　

富
保　
　
　

（
高
梨
町
）
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カ
ピ
バ
ラ
温
泉

　

カ
ピ
バ
ラ
の
家
族
が
仲
良
く
お

湯
に
つ
か
る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　

間　

11
月
１
日
㈫
～
平
成
29

年
４
月
23
日
㈰

時　

間　

▼
平
日
…
午
前
11
時
～

▼
土
・
日
曜
日
、
祝
日
…
午
前
11

時
～
、
午
後
２
時
～

※
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）は
休
園

日
で
す
（
４
月
は
無
休
）
。

動
物
園
で
実
現
し
た
い
夢
を

募
集
し
ま
す

出
張
ふ
れ
あ
い
動
物
園

▲カピバラ温泉の様子

い
い
夫
婦
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

11
月
22
日
は「
い
い
夫
婦
の
日
」。

　

動
物
園
に
暮
ら
す
仲
良
し
夫
婦

の
動
物
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
19
日
㈯
▼
20
日
㈰

内　

容　

▼
仲
良
し
ペ
ン
ギ
ン
夫

婦
と
記
念
撮
影
会
▼
ラ
ブ
ラ
ブ
ミ

ニ
ブ
タ
夫
婦
に
エ
サ
や
リ
体
験
▼

シ
ロ
フ
ク
ロ
ウ
の
ハ
ク
ラ
ン
会

※
ご
夫
婦
で
来
園
時
に
、
窓
口
で

「
い
い
夫
婦
」と
言
っ
て
い
た
だ
け

た
方
の
入
園
料
が
無
料
で
す
。

イベント

動物園イベント情報

問合せ　臥竜公園管理事務所（☎026‐245‐1770）

～楽しいイベント盛りだくさん　～！

　

ウ
サ
ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
が

出
張
し
て「
癒
や
し
」を
提
供
し
ま
す
。

　

動
物
た
ち
に
来
て
ほ
し
い
と
い

う
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
日　

▼
12
月
６
日
㈫
▼
22
日

㈭
▼
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬
▼
27

日
㈮
▼
２
月
７
日
㈫
▼
23
日
㈭

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
１
回
30
分
程
度
）

出
張
動
物　

▼
ウ
サ
ギ
▼
モ
ル
モ

ッ
ト
▼
ヒ
ツ
ジ
▼
ヤ
ギ

対
象
施
設　

市
内
の
福
祉
施
設
な
ど

※
１
回
の
ふ
れ
あ
い
で
30
人
程
度

が
目
安
で
す
。

申
込
期
限　

各
実
施
日
の
２
週
間
前

※
実
施
日
の
午
後
の
ふ
れ
あ
い
ハ

ウ
ス
は
休
み
ま
す
。

　

12
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
に
、
冬

の
イ
ベ
ン
ト
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

Ｚ
Ｏ
Ｏ
」を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

動
物
園
の
中
で
実
現
し
た
い
「
夢
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
13
日
㈰

募
集
方
法　

動
物
園
正
面
口
・
南

園
避
難
所
・
ふ
れ
ん
Ｚ
Ｏ
Ｏ
（
ペ

ン
ギ
ン
舎
隣
り
）
に
用
意
し
た
応

募
用
紙
に
記
入
し
、
募
集
箱
に
入

　詳しくは、動物園ホーム

ページをご覧いただくか、

お問い合わせください。

れ
て
く
だ
さ
い
。

観
光
情
報
ア
プ
リ「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー

ク
」
を
使
っ
て
須
坂
を
散
策
し
よ
う

問
合
せ　

須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
事
務
局
（
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
内
）

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
１
２
２
２
）

情
報
発
信

　

多
く
の
み
な
さ
ん
に
須
坂
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
須

坂
の
ま
ち
歩
き
に
必
要
な
観
光
情

報
を
提
供
す
る
無
料
ア
プ
リ
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ

ス
し
、
専
用
ア
プ

リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
は
い
つ
で
も

ア
プ
リ
が
使
え
ま
す
（
ア
プ
リ
を

開
く
と
左
の
画
面
に
な
り
ま
す
）
。

※
市
で
は
「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
」

の
運
用
を
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

施
設
や
店
舗
を
紹
介

　

▼
見
る
・
遊
ぶ
▼
食
べ
る
・
飲
む

▼
買
う
▼
温
泉
・
宿
泊
な
ど
、
分

野
ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
や
動
画
で
の
紹
介
の
ほ
か
、

現
地
ま
で
の
道
案
内
機
能
や
お
得

な
ク
ー
ポ
ン
も
あ
り
ま
す
。

楽
し
い「
コ
コ
カ
メ
ラ
」機
能

　

「
コ
コ
カ
メ
ラ
」は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
カ
メ
ラ
機
能
で
す
。

　

市
内
の
約
60
カ
所
の
登
録
地
点

で「
コ
コ
カ
メ
ラ
」機
能
を
使
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
し
か
撮
影
で

き
な
い
楽
し
い
フ
レ
ー
ム
付
き
の

写
真
が
撮
影
で
き
ま
す
。

「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
」と
は
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「地域づくり市民会議」で
出された意見を紹介します

問合せ　政策推進課（☎026‐248‐9017）

～さまざまなご意見をいただきました～

意見紹介

　７月から８月にかけて市内12

カ所で「地域づくり市民会議」を

開催。市長を交えて地域のみな

さんと意見交換をしました。

　地域から出された意見と市の

考えを加筆・修正し紹介します。

【
地
域
】
須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
北
側
へ
の
大
型
商
業
施
設

の
建
設
は
実
現
す
る
の
で
す
か
。

市
民
と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

【
市
】
開
発
予
定
地
は
、
市
街
化
調

整
区
域
で
、
集
団
的
な
農
地
の
開

発
に
関
す
る
規
制
が
た
い
へ
ん
厳

し
い
地
域
で
す
。
国
や
県
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
た
め
、
今

は
実
現
の
可
能
性
を
お
話
し
で
き

る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

　

実
現
に
向
け
て
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
国
や
県
に
働
き

か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
熱
意
を
要
望
書
と

い
う
か
た
ち
で
提
出
す
る
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

大
型
商
業
施
設
計
画
の
こ
と

【
地
域
】
昨
年
、
地
域
内
の
空
き
地

の
雑
草
問
題
に
関
し
て
地
域
で
整

備
す
る
考
え
が
あ
る
こ
と
も
含
め

て
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
展

空
き
地
・
空
き
家
の
こ
と

【
地
域
】
松
く
い
虫
被
害
の
山
林
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
区
有
林
の
中

に
も
ア
カ
マ
ツ
が
あ
る
の
で
、
早

め
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
】
被
害
木
の
徹
底
し
た
伐
倒
駆

除
を
10
月
か
ら
年
度
末
に
か
け
て

エ
リ
ア
を
区
切
っ
て
行
な
っ
て
い

ま
す
（
対
応
し
き
れ
な
い
も
の
は

４
月
～
６
月
に
対
応
す
る
予
定
）
。

　

伐
倒
駆
除
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
や
山
に
作
業
に
入
っ
て
い
る
方

な
ど
か
ら
の
情
報
に
基
づ
き
、
市

の
担
当
職
員
が
現
場
を
確
認
し
対

松
く
い
虫
の
駆
除
の
こ
と

【
地
域
】
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
た
と
え
ば
水
害
が
あ
っ
た
当

時
の
水
位
の
表
示
版
を
地
域
内
に

設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

【
市
】相
之
島
町
と
北
相
之
島
町
は
、

平
成
20
年
度
に
国
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
、
浸
水
想
定
水
位
が
わ
か

る
標
識
を
設
置
し
ま
し
た
。
し
か

し
千
曲
川
河
川
事
務
所
（
国
の
機

関
）
に
よ
る
と
、
現
在
は
国
が
行
う

事
業
は
無
く
、
水
位
な
ど
の
デ
ー

タ
提
供
は
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
平
成
23
年
度
に
「
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

全
戸
配
布
し
ま
し
た
が
、
内
容
を

更
新
し
た
も
の
を
今
年
度
末
ま
で

に
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

各
町
で
も
「
防
災
マ
ッ
プ
」を
作

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
使

っ
て
家
族
や
地
域
の
み
な
さ
ん
と

話
し
合
い
、
地
域
を
見
て
歩
き
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

防
災
意
識
に
関
す
る
こ
と

　

地
域
づ
く
り
市
民
会
議

終
了
後
、
複
数
の
市
民
団

体
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

が
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

【
市
】
昨
年
か
ら
土
地
の
所
有
者
に

適
正
な
管
理
を
依
頼
し
、
あ
わ
せ

て
地
域
の
み
な
さ
ん
の
意
向
も
伝

え
ま
し
た
が
、
承
諾
が
得
ら
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
電
話
や
文

書
な
ど
で
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

▼
生
活
環
境
課（
☎
０
２

６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
９
）
▼
ま
ち

づ
く
り
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐

９
０
０
７
）

　

荒
れ
て
い
る
空
き
地
や

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
空
き

家
で
、
所
有
者
が
わ
か
ら

な
い
物
件
が
地
域
内
に
あ

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
市
が
所
有
者
を
調

べ
て
適
正
な
管
理
を
依
頼

し
て
い
き
ま
す
。

応
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
地
上
薬
剤
散
布
は
、
６
月

～
７
月
に
、
景
勝
地
で
あ
る
臥
竜

公
園
と
百
々
川
緑
地
な
ど
都
市
公

園
に
限
っ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
地
域
】
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
に

く
い
区
域
を
解
消
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
】
現
状
で
は
最
適
な
ス
ピ
ー
カ

ー
の
向
き
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

放
送
の
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

次
の
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

①
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
０
２

６
‐
４
６
２
‐
０
０
０
１
）
に
よ
る

情
報
提
供

②
須
坂
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
防

災
防
犯
メ
ー
ル
」
で
情
報
を
配
信

（
登
録
が
必
要
で
す
）

③
い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
、
音
量
レ
ベ
ル
を
最

大
値
の
10
に
し
て
何
回
も
繰
り
返

し
て
放
送
（
通
常
の
音
量
レ
ベ
ル

は
８
で
す
）

④
テ
レ
ビ
（
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
含
む
）
の
Ｌ
字
画
面
や
文
字
ス

ー
パ
ー
で
情
報
を
伝
達

⑤
市
や
消
防
団
の
車
に
よ
る
広
報

⑥
区
長
を
通
じ
た
各
町
の
連
絡
網

で
情
報
を
伝
達

※
③
～
⑥
は
災
害
発
生
時
の
み

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

防
災
行
政
無
線
の
こ
と

　

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
資
料
は
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階)

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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市長の

いきいき
　　通信

「
す
ご
す
ぎ
る
」
須
坂
市

　

市
外
か
ら
の
お
客
様
に
「
須
坂
市
内
の
見
所
は
ど
こ
で
す
か
」と

聞
か
れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
は
「
田
中
本
家
博
物
館
」と
回
答

す
る
よ
う
で
す
。
田
中
本
家
博
物
館
は
須
坂
市
を
代
表
す
る
観
光

名
所
で
、
私
も
田
中
本
家
博
物
館
を
紹
介
し
ま
す
が
、
ほ
か
に
も

い
く
つ
か
、
特
色
の
あ
る
場
所
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
ご
案
内
し
た
場
所
は
、仙
仁
温
泉
岩
の
湯
、楠
わ
い
な
り
ー
、

小
池
千
枝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館
（
以
下
、「
人

形
博
物
館
」と
い
う
）
、
須
坂
版
画
美
術
館
・
平
塚
運
一
版
画
美
術

館
で
す
。
そ
の
と
き
の
お
客
様
の
感
想
は
「
す
ご
す
ぎ
る
」で
し
た
。

人
形
博
物
館
で
は
、
三
千
体
に
お
よ
ぶ
世
界
の
民
俗
人
形
に
驚
か

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
特
別
展
「
小
池
千
枝
の
軌
跡
～
１
０
０
年

の
情
熱
」（
11
月
29
日
㈫
ま
で
開
催
中
。
詳
細
は
12
～
13
ペ
ー
ジ
参

照
）
の
展
示
を
見
て
、
一
層
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
特
別

展
で
は
、小
池
千
枝
さ
ん
の
教
え
子
で
あ
る
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー

（
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
、
髙
田
賢
三
、
北
原
明
子
、

山
本
耀
司
な
ど
17
人
）
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
は
、
ひ
な
人
形
や
武
者
人
形
、
世
界
の
民
俗
人
形
、
古

民
芸
品
、
銘
仙
を
中
心
と
し
た
着
物
、
版
画
、
笹
本
恒
子
様
の
写

真
な
ど
、
芸
術
品
を
ご
寄
附
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
須
坂
市
に
文
化
的
・
歴
史
的
な
土
壌
が
あ
る
こ
と
が
要

因
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
す
ご
す
ぎ
る
」
須
坂
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」
を
毎
週
木
曜
日

に
お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

申込・問合せ　▼総務課（☎026‐248‐9000）▼子ども課（☎026‐248‐9026）

平成29年度採用の
嘱託・臨時保育士を募集します

職員募集

募集職種・受験資格　上表のとおり

募集人員　各職種とも若干人（平成28年４月実績：嘱託保育士60人、臨時保育士96人雇用）

募集期間　11月14日㈪～12月５日㈪

受験手続　総務課にある申込書に必要事項を記入し、提出してください（郵送可。12月５日㈪の消印有効）。

　　　　　※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。郵送で請求する場合は、返信用

　　　　　封筒(82円切手を貼付）を同封してください。

面接試験　平成29年１月10日㈫～12日㈭の予定

　　　　　※平成28年度中に須坂市の嘱託・臨時職員だった方または現在職員である方は、選考試験に

　　　　　なります。

任　　用　登録制です。４月から雇用するとは限りません。

　　　　　※募集に関する詳細は、お問い合わせください。

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

募集職種

７時間45分嘱託保育士
保育士資格（保育士登録が必要）また
は幼稚園教諭、子育て支援員の資格
※取得見込みを含む

必要な経験・資格・免許

臨時保育士

（２種）

▼原則として応募日現在、須坂市に
住所を有する方を優先します（市外
の方も可）
▼土曜日勤務がある場合があります

勤務条件

１日の勤務時間 任用期間

１時間超
４時間未満

４時間超
７時間以内

１年以内
※社会保険と雇用保険
に加入

１年以内
※勤務時間により社会
保険と雇用保険に加入



食
欲
の
秋

　

　
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
季
節

で
、
体
重
が
３
㎏
増
え
て
し
ま
い

ま
し
た
…
。「
大
変
」
と
思
い
、
歩

い
て
１
㎏
減
量
し
ま
し
た
。

　
食
べ
る
と
き
は
つ
い
う
っ
か
り

食
べ
て
し
ま
う
け
ど
、
後
が
大
変

に
な
る
の
で
、
み
な
さ
ん
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
し
っ
か
り
元
の

体
重
に
戻
さ
な
く
ち
ゃ
!!

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　

　
　
　
太
っ
ち
ょ
さ
ん
　
70
歳
）

●
私
は
、
食
べ
す
ぎ
て
い
る
こ
と

を
わ
か
っ
て
い
る
の
で
体
重
計
に

乗
る
の
が
怖
い
で
す
。

投
稿
し
て
く
れ
た
方
に
感
謝

　

す
ざ
か
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
「
だ
い
こ
ん
で
っ
ぽ
う
コ
ー

ナ
ー
」
の
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。

　
そ
の
様
子
を
撮
影
し
た
方
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
投
稿
ビ

デ
オ
コ
ー
ナ
ー
に
応
募
し
て
く
れ
、

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
で
す
。
投
稿
し
て

い
た
だ
い
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
だ
い
こ
ん
で
っ
ぽ

う
作
り
ス
タ
ッ
フ
代
表
さ
ん 

83
歳
）

●
活
動
の
様
子
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た

ち
に
「
だ
い
こ
ん
で
っ
ぽ
う
作
り
」

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
大
ニ
ュ
ー
ス

　
東
京
の
大
学
に
合
格
し
た
３
年

前
、
涙
な
み
だ
で
喜
び
、
未
来
を

語
っ
て
く
れ
た
孫
娘
が
就
職
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
孫
娘
か
ら
届
い
た
メ
ー

ル
は
「
二
次
試
験
、面
接
と
進
み
、

来
春
の
卒
業
を
前
に
念
願
の
内
定

通
知
を
受
け
た
」と
の
内
容
で
し
た
。

　
そ
の
知
ら
せ
に
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
何
十
年
ぶ
り
か
の
「
ト
キ

メ
キ
」
を
覚
え
ま
し
た
。

　
わ
が
家
の
大
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　

　
　
　
辰
ち
ゃ
ん
さ
ん
　
88
歳
）

●
お
孫
さ
ん
の
内
定
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
孫
さ
ん
の
吉
報

を
み
ん
な
で
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る

す
て
き
な
家
族
で
す
ね
。

栗　
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
栗
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
の
で
、
栗
お
こ
わ
を
作
り
ま
し

た
が
、
皮
を
む
く
作
業
が
あ
ま
り

に
も
大
変
で
、
何
度
も
心
が
折
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
頑
張
っ
て
む
い
た
指
は
、
栗
の

渋
み
で
ガ
サ
ガ
サ
…
。
で
も
、
で

き
あ
が
っ
た
栗
お
こ
わ
は
、
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
マ
ロ
ン
さ
ん

　
33
歳
）

●
大
変
な
皮
む
き
作
業
と
い
う
味

も
加
わ
っ
た
栗
お
こ
わ
は
、
さ
ぞ

お
い
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

運
動
会

　
秋
晴
れ
の
一
日
。
２
歳
と
４
歳

の
孫
が
通
う
保
育
園
の
運
動
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
閉
会
式
の
中
で
園
長
先
生
が
涙

を
流
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

つ
い
、
も
ら
い
泣
き
し
ま
し
た
。

　
先
生
方
は
、
子
ど
も
た
ち
を
一

生
懸
命
保
育
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、

幸
せ
な
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
片
岡
さ
ん
　
77
歳
）

●
お
孫
さ
ん
の
成
長
の
姿
を
見
る

の
は
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
先
生

方
の
保
育
の
姿
勢
も
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。

カ
ラ
フ
ル
な
ま
ち

　
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
「
カ
ン

ナ
」
が
咲
い
て
い
て
、
気
持
ち
を

明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
赤
色
の
カ
ン
ナ
し
か
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、先
日
、

臥
竜
橋
の
た
も
と
に
黄
色
の
カ
ン

ナ
を
発
見

　
ぜ
ひ
黄
色
を
増
や
し

て
カ
ラ
フ
ル
な
町
に
!!

　
　
　
　 

（
山
崎
さ
ん

　
79
歳
）

●
市
で
は
15
年
ほ
ど
前
か
ら
花
壇

や
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
赤
色
の
カ

ン
ナ
を
植
え
て
き
ま
し
た
。
カ
ン

ナ
は
赤
色
の
ほ
か
に
黄
色
や
オ
レ

ン
ジ
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
色

が
増
え
る
と
楽
し
い
で
す
ね
。

愛
犬

　

わ
が
家
の
愛
犬
は
18
歳
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
一
時
介
護
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
は

回
復
し
ま
し
た
。良
か
っ
た
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
　

　
　
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
　
66
歳
）

●
か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
の
愛
情
が
、

ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
元
気
に
さ
せ
た
ん

で
す
ね
。

～10月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

広報 平成28年11月号 ・20・

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

！

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お

き
の
話
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
何
か
一
言
ご
意
見
を
必
ず
書
き
添

え
て
、
左
の
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

11
月
15
日
㈫
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
18
ペ
ー
ジ

須
坂
の
ま
ち
歩
き
に
必
要
な
観
光

情
報
を
提
供
す
る
無
料
ア
プ
リ

須
坂
〇
〇
ウ
ォ
ー
ク

市

イ

ク

報

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

ズ

③
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場

　
リ
フ
ト
一
日
券（
ペ
ア
）…
３
人

　

※
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
の
オ
ー

　
　

プ
ン
予
定
は
12
月
17
日
㈯
で
す
。

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
提
供



ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

◎
須
坂
の
情
報
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
須
坂
メ
デ
ィ
ア
情
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

http://www.city.suzaka.nagano.jp/contents/event/housou.php

　みんなで協力し合い、男性も女性もいき
いきと暮らせる社会を目指しましょう。
問合せ　男女共同参画課（☎026‐248‐9034）

　誕生花はカンナの花です。カンナは、夏に強い花なの

で、夏の暑さにも負けずに強く育ってもらいたいという

願いを込め、名付けました。

　８月に弟が生まれました。弟のお世話や家事などのお

手伝いをしてくれるようになり、少しずつお姉ちゃんら

しくなってきました。きょうだい仲良く、元気にすくす

く育ってほしいと思います。

お父さん…達也さん／お母さん…千春さん

久
く ぼ

保　柑
か ん な

夏 ちゃん 

（３歳２か月）

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎026-248-9017）

広報 平成28年11月号・21・

須坂 結婚・子育てハッピー大使

こ て つ の

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

須須 坂坂 でで

ハハ ツツ ピピ ーー

　９月22日に信州すざか農業小学校豊丘校の稲刈りに

参加しました（左下の写真）。元気いっぱいな子どもた

ちは、しっかり稲刈りに取り組みながらも、ちゃっか

り虫や植物とも触れ合い、とても楽しそうでした

　また、９月25日は、すざか子どもフェスティバルに

参加しました（右下の写真）。子どもの手による、子ど

ものための、子どもたちのお祭りで、子どもたちのパ

ワーに圧倒されっぱなしでした

　須坂市は、子どもたちがとてもしっかりしていて、

活発で、とても素晴らしいと思いました

！

！

！

・

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

 (須高ケーブルテレビ）

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成27年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

　11月は「子どもたちとともに～須

坂リーダーズクラブの活動～」を放

送します。子どもたちの活動の様子

をご覧ください。

【放送日】　▼11月14日㈪～18日㈮
午前８時～、午前11時～、午後２時～、
午後５時～、午後８時～▼11月19日㈯ 
午後２時～、午後５時～、午後８時～▼
11月20日㈰ 午前10時～、午後２時～、
午後５時～、午後８時～



高甫小学校５年生が学ぶ

　県内の料理人を講師に迎えて、高甫小学

校５年生が味覚に関して学びました。

　児童たちは、酸っぱいや甘いなどの味覚

は、舌の部位によって感じることなどを学

んだ後、フランス南部名物の野菜の煮込み

料理「ラタトゥイユ」を作りました。男子児

童は「家では料理をしないけど、おいしく

作れた」と話していました。　〔10月11日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

みんなでひんのべ作り
南部児童センター敬老交流

　南部児童センターで、屋部町長生会のお

じいちゃん、おばあちゃんたちが参加する

敬老交流会・ひんのべ作りが行われました。

　子どもたちは、おばあちゃんたちから野

菜の切り方やひんのべ団子の作り方を教わ

り、おじいちゃんたちと具材を煮ながら全

員で協力して料理しました。参加したおじ

いちゃんは「楽しい一日になりました」と笑

顔で話していました。　　　　〔10月18日〕

　　　味覚の授業2016

広報 平成28年11月号 ・22・



　第25回全国消防操法大会が長野オリンピックスタジ

アムで開催されました。須坂市からは県大会優勝の須

坂市消防団ラッパ隊がアトラクションで吹奏し、開会

式・閉会式と表彰式では須坂市消防団音楽隊が演奏し

ました。ラッパ手として参加した男性は「全国から詰め

掛けた２万人の前で、消防ラッパの澄んだ音色を奏で

ることができて光栄です」と話していました。〔10月14日〕

●まちの出来事

　第28回竜の里須坂健康マラソ

ン全国大会を開催。各部門のマ

ラソンとウオーキングに約2200

人が参加し、健康マラソンを楽

しみました。市外から参加した

50代男性は「山々の景色が最高

で、気持ち良く走れました」と

話していました。　 〔10月16日〕

秋晴れの中 爽やかな汗

長野県食生活改善功労者表彰

　平成６年から22年間にわたり食生

活改善推進協議会の会員（平成15年・

16年は市協議会長）として活動する

牧たか子さんが受賞しました。牧さ

んは「次は団体での受賞を目指した

い」と話していました。〔10月17日〕

花のまちづくりコンクール表彰式　

　今年も市内の学校や地域のみなさ

んが育てた花壇のコンクールを開催

し、６部門に48団体が参加しました。

　受賞団体の代表者は「きれいに咲

かせた花を見てもらうことが喜びで

す」と話していました。 〔10月19日〕

　田舎の良さを実感してもらおうと「須坂グリーンツ

ーリズム」が主催した農作業体験に、東京の中学生が

参加しました。

　りんご畑で色づきを良くするための葉摘み作業を体

験した生徒は「リンゴが木になっているのを初めて見

た。東京ではできない体験で本当に楽しかったです」

と話していました。　　　　　　　　　　〔10月14日〕

農作業って楽しい
東京の中学生が農作業体験

表紙の

　写真から

広報 平成28年11月号・23・

全国大会でラッパ吹奏を披露
県大会優勝ラッパの音色
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お 

知 

ら 

せ

広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

11 月11 月11 月情報ファイル情報ファイル情報ファイル

広報 平成28年11月号 ・24・

　

農
作
物
を
野
ね
ず
み
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
、
市
内
全
域
の
農
地

に
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

　

飼
い
犬
や
飼
い
猫
な
ど
の
被
害

防
止
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

11
月
26
日
㈯
～
12
月

４
日
㈰

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

●
野
ね
ず
み
駆
除
を
行
い
ま
す

●
狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

　

毎
年
４
月
～
５
月
に
行
な
っ
て

い
る
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集
合
注

射
）
を
今
年
度
に
限
り
、
11
月
に

追
加
で
行
い
ま
す
。
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
接
種
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
登
録
（
新
た
に
犬

を
飼
わ
れ
た
方
）
の
受
け
付
け
も

で
き
ま
す
。

●
人
工
透
析
患
者
・
ス
ト
マ
用

　
装
具
使
用
者
の
方
へ

　
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

対　

象　

人
工
透
析
患
者
・
ス
ト

●
特
定
疾
患
等
患
者
の
方
へ

　
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

対　

象　

有
効
期
限
が
平
成
28
年

10
月
１
日
以
後
の
▼
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
▼
特
定
医
療
費
（
指

定
難
病
）
受
給
者
証
▼
特
定
疾
病

医
療
受
給
者
証
の
い
ず
れ
か
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

▼
平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
、
一

年
以
上
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

▼
須
坂
市
人
工
透
析
患
者
等
見
舞

金
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
方

申
請
方
法　

福
祉
課
（
窓
口
⑧
番
・

本
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
請
書
に

●
新
入
学
に
か
か
る
学
用
品
費

　
の
就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
お
子
さ
ん
の
い
る
世
帯
に
新
入

学
に
か
か
る
学
用
品
費
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

来
年
度
小･

中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
が
い
て
、
申
請
時
に

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▼
生
活
保
護
が
こ
の
一
年
以
内
に

廃
止
ま
た
は
停
止
し
た
世
帯

▼
平
成
28
年
度
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

▼
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
世

帯▼
保
護
者
が
事
故
や
病
気
、
収
入

が
不
安
定
な
ど
の
理
由
で
所
得
が

低
く
、
生
活
が
困
難
な
世
帯
（
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
学
校
教
育
課
（
東
庁

舎
１
階
）
に
提
出
（
申
請
時
に
は

個
人
番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

※
申
請
書
は
、
新
小
学
１
年
生
は

入
学
予
定
の
小
学
校
、
新
中
学
１

年
生
は
在
籍
し
て
い
る
小
学
校
ま

た
は
、
学
校
教
育
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。

申
請
期
間　

11
月
14
日
㈪
～
30
日

㈬※
今
回
申
請
し
な
い
場
合
で
も
、

４
月
に
申
請
す
る
と
新
入
学
に
か

か
る
学
用
品
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

マ
用
装
具
使
用
者
で
、
平
成
28
年

11
月
１
日
現
在
、
市
内
に
一
年
以

上
住
所
が
あ
る
方

申
請
方
法　

福
祉
課
（
窓
口
⑧
番
・

本
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

▼
昨
年
度
申
請
し
た

方
は
、
郵
送
済
み
の
申
請
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
▼
申
請
は
毎
年

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
▼
初
め
て
申

請
す
る
方
は
医
師
の
証
明
が
必
要

で
す

持
ち
物　

▼
は
ん
こ
▼
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪

申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
申
請
し
た
方
は
、
市
か

ら
お
送
り
し
た
申
請
書
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

▼
受
給
者
証
の
写
し
▼

は
ん
こ
▼
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

申
請
期
間　

11
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬申
請
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）
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◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
29
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

　

柔
道
場
の
屋
根
な
ど
の
修
繕
工

事
に
伴
い
、
次
の
期
間
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
７
日
㈪
～
平
成
29

年
１
月
20
日
㈮

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

　

旧
上
高
井
郡
役
所
ト
イ
レ
改
修

工
事
に
伴
い
、
次
の
期
間
は
エ
コ

サ
ポ
ー
ト
す
ざ
か
を
休
館
し
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

期　

間　

11
月
19
日
㈯
～
平
成
29

年
３
月
５
日
㈰

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

　

竜
ヶ
池
の
水
質
浄
化
の
た
め
、

11
月
中
旬
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま

で
水
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
悪
臭
が
発
生
す
る
な

ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

　

住
宅
の
改
修
・
建
築
・
購
入
費

用
の
補
助
を
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
に
居
住
す
る
直
系

親
族
と
同
居
・
近
居
す
る
た
め
に

市
外
か
ら
転
入
す
る
方

補
助
額　

上
限
50
万
円

交
付
条
件　

▼
市
内
の
事
業
者
に

よ
る
工
事
な
ど
で
あ
る
こ
と
▼
平

成
29
年
３
月
末
ま
で
に
入
居
で
き

る
こ
と　

な
ど

申
請
期
限　

12
月
28
日
㈬

※
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

●
柔
道
場
修
繕
工
事
の
お
知
ら
せ

●
エ
コ
サ
ポ
ー
ト
す
ざ
か
臨
時
休
館

●
竜
ケ
池
の
水
の
入
れ
替
え
を

　
行
い
ま
す

●
多
世
帯
同
居
・
近
居
支
援
事
業

●
長
野
県
内
の
最
低
賃
金
改
正

　

長
野
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
７
７
０
円
に
改
正

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
長
野
県
内

の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
使
用

し
て
い
る
す
べ
て
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

中
野
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
０
２
６
９
‐
２
２
‐
２
１
０
５
）

●
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
な
ど
の

　
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

持
ち
物　

▼
手
袋
▼
帽
子

服　

装　

作
業
が
で
き
る
服
装

【
須
坂
長
野
東
Ｉ
Ｃ
入
口
】

と　

き　

11
月
10
日
㈭
午
前
９
時

30
分
～
一
時
間
程
度

と
こ
ろ　

国
道
４
０
３
号
「
須
坂

長
野
東
Ｉ
Ｃ
入
口
」
信
号
か
ら
井

上
跨こ

せ

ん線
橋
間
の
南
側
歩
道
に
あ
る

植
樹
桝ま

す

集
合
場
所　

弐
萬
圓
堂
須
坂
東
イ

ン
タ
ー
前
店
（
め
が
ね
店
）
駐
車
場

募

集

●
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
参
加
者
募
集

　

花
と
緑
の
学
習
や
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と

し
て
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
お

宅
を
募
集
し
ま
す
。

　

洋
風
・
和
風
は
問
い
ま
せ
ん
。

事
業
所
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

対　

象　

平
成
29
年
度
に
ご
自
身

が
手
が
け
る
予
定
の
自
宅
や
事
業

と　

き　

11
月
13
日
㈰
午
前
９
時

～
９
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
庁
舎
前　

費　

用　

▼
注
射
料
金
３
５
０
０

円
（
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円

含
む
）
▼
登
録
手
数
料
３
０
０
０

円
（
新
規
登
録
の
み
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

受
験
資
格　

中
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間　

▼
推
薦
…
11
月
１
日

㈫
～
12
月
２
日
㈮
▼
一
般
…
11
月

１
日
㈫
～
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮

試
験
日　

▼
推
薦
…
平
成
29
年
１

月
７
日
㈯
～
９
日
㈪
の
う
ち
１
日

▼
一
般
…
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の

男
子

受
付
期
間　

随
時

試
験
日　

12
月
３
日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

●
自
衛
官
募
集

内　

容　

カ
ン
ナ
球
根
の
掘
り
上

げ【
県
道
須
坂
長
野
イ
ン
タ
ー
線

 

（
上
八
町
～
仁
礼
町
沿
い
）
】

と　

き　

11
月
22
日
㈫
▼
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
▼
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

県
道
須
坂
長
野
イ
ン
タ

ー
線
大
宮
橋
か
ら
栃
倉
下
橋

集
合
場
所　

岡
田
産
業
㈱
前
の
チ

ェ
ー
ン
着
脱
場

内　

容　

サ
ル
ビ
ア
と
ア
サ
ガ
オ

の
片
付
け

【
多
目
的
花
壇
】

と　

き　

11
月
24
日
㈭
午
前
９
時

30
分
～
一
時
間
程
度

と
こ
ろ　

臥
竜
公
園
多
目
的
広
場

集
合
場
所　

臥
竜
公
園
多
目
的
広

場
（
駐
車
場
）

内　

容　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ

ル
ビ
ア
の
片
付
け

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

所
の
庭
、
大
小
問
わ
ず
花
壇
（
プ

ラ
ン
タ
ー
可
）
な
ど
を
一
般
開
放

し
て
い
た
だ
け
る
方

※
庭
を
一
般
開
放
す
る
日
時
や
場

所
は
自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

参
加
内
容　

▼「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
マ
ッ
プ
」に
庭
の
写
真
を
掲
載
し

紹
介
す
る
▼
他
市
町
村
の
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
の
視
察
研
修　

な
ど

申
込
期
限　

12
月
１
日
㈭

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７

２
４
８

‐
９
０
４
０
）

　

五
味
池
破
風
高
原
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
、
県
道
五
味
池
高
原
線
は
、

冬
期
閉
鎖
の
た
め
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。

期　

間　

11
月
11
日
㈮
午
後
３
時

～
平
成
29
年
５
月
12
日
㈮
（
予
定
）

問
合
せ　

須
坂
建
設
事
務
所
維
持

管
理
課
（
☎
２
４
５
‐
１
６
７
１
）

●
県
道
五
味
池
高
原
線
の
冬
期

　
閉
鎖



市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年11月号 ・26・

行

事
・

催

し

●
戦
没
者
追
悼
式

●
信
州
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

　
合
同
面
接
会

●
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

　

戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、

恒
久
の
平
和
を
願
う
た
め
、
戦
没

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
平
和
の
尊

さ
を
考
え
る
機
会
と
す
る
た
め
、

大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
服
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
８
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

内　

容　

▼
追
悼
の
辞
▼
献
花
▼

　

主
に
首
都
圏
在
住
者
で
長
野
地

域
で
転
就
職
を
希
望
す
る
方
向
け

の
面
接
会
で
す
。

と　

き　

11
月
26
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
５
時
30
分

と
こ
ろ　

僕
ら
の
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ

ン
ラ
ボ
（
東
京
都
港
区
）

問
合
せ　

産
業
連
携
開
発
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
３
）

　

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
メ
デ
ィ

ア
が
与
え
る
子
ど
も
へ
の
影
響
を

考
え
る
講
演
会
で
す
。

と　

き　

12
月
２
日
㈮
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

●
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業

　「
ヴ
ィ
タ
リ
・
ユ
シ
ュ
マ
ノ
フ
」

　
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

11
月
19
日
㈯
午
後
３
時

　

児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
園
・
幼
稚

園
へ
の
お
迎
え
、
短
時
間
の
預
か

り
な
ど
、
保
護
者
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
方
（
提
供
会
員
）を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
に
な
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
事
前
講
習
会
で
学
べ
ま
す
。

【
事
前
講
習
会
】

と
き
・
内
容

①
11
月
11
日
㈮
午
前
11
時
～
正
午

…
乳
幼
児
の
栄
養
と
食
事

②
11
月
17
日
㈭
午
前
11
時
～
正
午

…
乳
幼
児
救
急
看
護
法

③
11
月
29
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
３

時
…
乳
幼
児
の
感
染
症
と
予
防
接
種

と
こ
ろ　

▼
①
②
…
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
▼
③
…
福
祉
会
館

参
加
費　

無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

　
セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集

と　

き　

11
月
15
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼
「
め
ぐ
み
」（
ア
ニ
メ
）
…
25
分

▼
「
ソ
ー
テ
サ
ワ
サ
ワ
」
…
34
分

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

●「
幸
せ
な
家
族
」絵
画
コ
ン
ク

　
ー
ル
サ
ラ
エ
ボ
入
賞
作
品
展

　

サ
ラ
エ
ボ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
描
い
た

絵
画
の
作
品
展
で
す
。

と　

き　

11
月
15
日
㈫
～
12
月
14

日
㈬
毎
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
11
月
15
日
㈫
は
午
後
の
み
。
12

月
14
日
㈬
は
午
前
の
み
。

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

●
千
曲
川
河
川
敷
内
の
樹
木
を

　
伐
採
す
る
方
を
公
募
し
ま
す

　

千
曲
川
河
川
敷
内
の
樹
木
を
伐

採
し
て
い
た
だ
く
方
に
、
伐
採
し

た
樹
木
を
お
譲
り
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
千

曲
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.hrr.mlit.go.jp/

c
h
i
k
u
m
a
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

千
曲
川
河
川
事
務
所

（
☎
２
２
７
‐
９
２
６
１
）

●
「
家
庭
の
日
」
ポ
ス
タ
ー

　
入
選
作
品
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
選
作

品（
一
席
～
三
席
）を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
５
日
㈯
～
13
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
10
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

体
験
発
表　

な
ど

問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

（
☎
２
４
５
‐
６
５
８
８
）

30
分
開
演

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

出　

演　

▼
ヴ
ィ
タ
リ
・
ユ
シ
ュ

マ
ノ
フ
（
ロ
シ
ア
人
バ
リ
ト
ン
歌

手
）
▼
山
田
剛
史
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

▼
一
般
…
５
０
０
円
▼

中
学
生
以
下
…
無
料
（
要
入
場
券
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

広
告
欄



11

月
の

各

種

無

料

相

談

広報 平成28年11月号・27・

その他 ０ 14 13

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 51 496 440

救    助
交通事故

交通事故
急　病 124 1007 999

７ 104 89

１ 13 18

１ 27 31

182 1607 1528

死　者 ０ ０ ０
０ ２ 11

０ 13 15

９月 昨年
同期

平成28年
１～９月

★交通事故

９月 昨年
同期

平成28年
１～9月

11 157 136傷者

件数

死者 ０ １  ０

９ 132 121

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

市外局番…（026）

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　30日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　10日㈭、24日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈫　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　16日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　10日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　５日㈯、12月３日㈯
　　　　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■司法書士法律相談☎245-0031
と　き　24日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　22日㈫　10:00～12:00
ところ　人権交流センター
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　６日㈰、20日㈰　　　　　　
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

●
第
27
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
祭

　

須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山
村

の
小
・
中
・
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

合
唱
発
表
会
で
す
。

と　

き　

11
月
５
日
㈯
正
午
～
午

後
３
時
（
午
前
11
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

入
場
料　

無
料

主　

催　

Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
祭
実
行
委

演　

題　

メ
デ
ィ
ア
で
壊
れ
る
子

ど
も
た
ち
～
ス
マ
ホ
社
会
の
落
と

し
穴
～

講　

師　

清
川
輝
基
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
代
表

理
事
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

員
会

問
合
せ　

日
滝
小
学
校
（
佐
藤
）

（
☎
２
４
５
‐
０
２
０
３
）

●
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

　
須
高
児
童
作
品
展

　

須
坂
市
、
小
布
施
町
、
高
山
村

の
小
学
生
の
絵
画
・
版
画
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

と　

き　

▼
11
月
19
日
㈯
午
後
１

時
～
５
時
▼
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
３
階
）

問
合
せ　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
須
高
児

童
作
品
展
事
務
局
（
藤
沢
）

（
☎
２
４
６
‐
２
８
９
０
）

●
第
３
回
「
く
ら
ふ
と
市
」

　

主
に
市
内
の
ク
ラ
フ
ト
好
き
が

集
ま
っ
て
開
く
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　

き　

11
月
６
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

内　

容　

▼
手
作
り
作
品
（
布
小

物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
）
の
展

示
・
販
売
▼
手
作
り
体
験　

な
ど

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

「
く
ら
ふ
と
市
」
実
行
委

員
会
（
北
村
）

（
☎
０
９
０
‐
９
４
２
２
‐
４
８
５
３
）

●
司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

　
相
続
・
贈
与
無
料
合
同
相
談
会

と　

き　

11
月
12
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　

も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
７
０
１

会
議
室
（
長
野
市
）

相
談
料　

無
料

相
談
内
容　

▼
土
地
の
贈
与
▼
相

　

長
野
税
務
署
で
は
、
青
色
申
告

会
連
合
会
の
協
力
を
得
て
、
書
類

作
成
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
な

ど
の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

※
説
明
会
で
使
用
す
る
書
類
は
、

当
日
、
各
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

【
青
色
決
算
説
明
会
】

■
事
業
所
得
（
農
業
を
除
く
）
や

　

不
動
産
所
得
が
あ
る
方

　

と　

き　

12
月
９
日
㈮
午
後
２

●
青
色
・
白
色
決
算
書
な
ど
の

　
作
成
に
関
す
る
説
明
会

　

時
～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小

　

ホ
ー
ル
）

■
農
業
所
得
が
あ
る
方

　

と　

き　

12
月
13
日
㈫
午
後
２

　

時
～
３
時
30
分

　

と
こ
ろ　

ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

　

（
長
野
市
）

【
白
色
決
算
説
明
会
】

と　

き　

12
月
９
日
㈮
午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）

※
各
説
明
会
と
も
、
ほ
か
の
会
場

で
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
野
税
務
署
個
人
課
税

第
１
部
門
記
帳
指
導
担
当

（
☎
２
３
４
‐
０
１
１
１
）

※
自
動
応
答
音
声
案
内
に
沿
っ
て

２
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

続
税
▼
遺
産
分
割
協
議
の
方
法
▼

遺
言
▼
土
地
の
相
続
登
記　

な
ど

※
予
約
不
要
（
先
着
順
）

問
合
せ　

▼
長
野
県
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
２

‐
７
４
９
２
）
▼
関
東
信
越
税
理
士

会
長
野
支
部（
☎
２
２
８
‐
６
４
４
３
）



市外局番…（026）

広
告
欄

《
譲
り
ま
す
》

▼
着
物
▼
草
刈
り
機
（
電
動
）
▼
フ

ッ
ト
バ
ス
（
足
浴
器
）

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
座
卓
▼
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
▼
妊

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年11月号 ・28・

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

う
つ
病
を
知
り
た
い
方
や
う
つ

病
で
お
悩
み
の
方
な
ど
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

講

座
・

教

室

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
公
開
講
座

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
予
防
に
も

つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

転
倒
予
防
や
認
知
症
予
防
に
関

す
る
コ
ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽

し
く
脳
も
体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
21
日
㈪
午
前
10
時

30
分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

▼
介
護
予
防
に
関
す
る

講
話
▼
体
操
・
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
高
齢
者
健
康
教
室

●
年
賀
状
版
画
教
室

と　

き　

11
月
19
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

講　

師　

須
坂
版
画
美
術
館
職
員

参
加
費　

６
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

対　

象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年

の
方
は
保
護
者
同
伴
）

定　

員　

15
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術

館
（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

と　

き　

11
月
25
日
㈮
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

福
島
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

●
人
権
問
題
学
習
会

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、

い
き
い
き
と
笑
っ
て
過
ご
す
秘ひ

け

つ訣

を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

11
月
22
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
長
電
須
坂
駅

前
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内　

容　

▼
歯
科
衛
生
士
の
講
話

と
お
口
の
体
操
▼
転
倒
予
防
の
た

め
の
体
操

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

▼
飲
み
物
（
水
分
補
給

用
）
▼
タ
オ
ル

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

と　

き　

12
月
４
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
う
つ
病
を
〝
も
っ
と
〟

理
解
す
る
た
め
に
～
う
つ
病
と
躁

う
つ
病
の
違
い
～
」

講　

師　

鷲
塚
伸
介
さ
ん
（
信
州

大
学
医
学
部
精
神
医
学
教
室
教
授
）

参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

●
司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会

相
談
専
用
電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
‐
４
４
８
‐
７
８
８

【
暴
行
・
傷
害
な
ど
の
犯
罪
被
害
の

 

電
話
相
談
】（
無
料
）

と　

き　

11
月
26
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
４
時

【
養
育
費
集
中
相
談
会
】（
無
料
）

電
話
相
談

と　

き　

12
月
８
日
㈭
～
10
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

　
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

と　

き　

11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
合
せ　

人
権
同
和
政
策
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

　
無
料
相
談
会

と　

き　

11
月
27
日
㈰
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
３
０
１

会
議
室
（
長
野
市
）

相
談
内
容　

▼
土
地
の
境
界
に
関

す
る
こ
と
▼
土
地
建
物
に
関
す
る

登
記
な
ど
の
こ
と

問
合
せ　

長
野
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
（
☎
２
３
２
‐
４
５
６
６
）

面
談
相
談
（
要
予
約
）

と　

き　

12
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

長
野
県
司
法
書
士
会
館

２
階
（
長
野
市
）

予
約
・
問
合
せ　

長
野
県
司
法
書

士
会
（
☎
２
３
２
‐
７
４
９
２
）



保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

◎
平
成
27
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

み
ん
な
の
ね 

え
が
お
が
だ
い
す
き 

ぼ
く
だ
よ
ね　

須
坂
支
援
学
校
中
学
部
２
年 

齊
藤
公
哉
さ
ん

市外局番…（026）

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

９日㈬ 15:45～ さつまいもクッキング
16日㈬ 15:45～ ボードゲーム遊び
30日㈬ 15:45～ ニュースポーツを楽しもう

！

！

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

２日㈬ 10:30～ ハイウェイオアシスで遊ぼう
８日㈫ 10:30～ 家庭相談員による子育て相談 
16日㈬ 10:30～ さつまいもクッキング
30日㈬ 10:30～ カレンダー作り・クリスマスツ
　　　　　　　 リー飾り付け

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

２日㈬ 15:45～ 避難訓練

９日㈬ 15:45～ 草木染をしよう

16日㈬ 14：00～ ダンス教室③

25日㈮ 15:45～ 囲碁教室③

２日㈬ 15:45～ 避難訓練③

９日㈬ 15:45～ お楽しみ会

16日㈬ 14:15～ お抹茶を楽しもう

29日㈫ 15：45～ 囲碁教室

２日㈬ 10:45～ 誕生会（10月・11月）

９日㈬ 10:45～ ミニミニ運動会※

17日㈭ 11:00～ 家庭相談員による子育て相談

30日㈬ 10:30～ 焼きいも会

２日㈬ 15:45～ 避難訓練

９日㈬ 15:45～ 工作あそび

16日㈬ 15：30～ おはなしの会「語りと紙芝居」

30日㈬ 15:45～ 昔のあそび

善

意

の

窓

口

寄 

附 

募 

集

届
出
１
件

【
信
州
須
坂
大
菊
花
展
寄
付
金
】

募
集
責
任
者　

上
沢
栄
（
須
坂
菊

愛
好
会
会
長
）

募
集
金
品
の
額 

５
万
円

期　

間　

10
月
22
日
㈯
～
11
月
８

日
㈫

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

問合せ　まちづくり課（☎２４８-９００７）

募集期間　11月１日㈫～10日㈭　抽選日時　11月15日㈫午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　６戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　２戸　３ＫＢ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＢ

○屋　部　　１戸　２ＤＫＹ

○こくまち　１戸　３ＤＫＹ

【市営住宅】
【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○末広６０３号　　３ＬＤＫＹ

　家　賃　　75,000円

　敷　金　　家賃の３カ月分

　要　件　　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

《
寄
附
》 

（
敬
称
略
）

▼
博
物
館
の
収
蔵
品
と
す
る
た
め

（
牧
幸
一
家
文
書「
元
重
聞
書
」ほ
か

古
文
書
な
ど
１
５
３
３
点
）
…
牧

智
子
▼
心
の
病
気
を
抱
え
る
家
族

が
い
る
中
学
生
を
支
え
る
た
め(

絵

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

子
ど
も
の
何
で
も
相
談

と　

き　

11
月
９
日
㈬
・
30
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

と　

き　

11
月
16
日
㈬　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

健
康
ミ
ニ
チ
ェ
ッ
ク

と　

き　

11
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

子育て支援センターだより※印は母親クラブ共催行事

広報 平成28年11月号・29・

２日㈬ 11:00～ さつまいもほり

９日㈬ 11:00～ 家庭相談員による子育て相談

16日㈬ 11:00～ 作ってあそぼう

30日㈬ 11:00～ おやき作り※

産
婦
用
骨
盤
ケ
ア
ベ
ル
ト
▼
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
器
具（
脚
）▼
レ
ジ
ス
タ
ー

▼
通
学
か
ば
ん
（
東
中
学
校
用
）

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
物
置

【
《
譲
り
ま
す
》《
差
し
上
げ
ま
す
》

 

の
申
込
期
限
と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

11
月
８
日
㈫

抽
選
日　

11
月
10
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

『
広
報
す
ざ
か
』
の
リ
サ
イ
ク
ル

情
報
を
よ
り
気
軽
に
ご
活
用
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

有
償
の
《
譲
り
ま
す
》を
廃
止
し
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
11
月
か
ら
《
譲

り
ま
す
》
へ
の
登
録
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。《
差
し
上
げ
ま
す
》《
譲
っ

て
く
だ
さ
い
》
は
継
続
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

★子育て相談（11：00～）

　７日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　21日㈪　管理栄養士による食育相談

★集まりの日（11:00～）

　９日㈬　サツマイモ会と避難訓練

　　　　　…持ち物：水筒（水またはお茶）

　16日㈬　シルバー交流・収穫祭（すいとん会）

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～17:00

★ミニ講座（11:00～）

　４日㈮　長野体育指導センター（NPIC)講

　　　　　師による親子運動あそび

　28日㈪　赤ちゃんマッサージ（おおむね

　　　　　６か月児が対象）…要事前申込、

　　　　　定員20人（申込順）、持ち物：バスタオル

★南部・東部・北部の児童センターの開放…月曜日～土曜日10：

　00～12：00（土曜日は午後も）。水曜日は「集まりの日」です。

　詳細は各児童センターへお問い合わせください。

★すくすく育児ランド

　１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫・・・参加は申込者のみです

センターに遊びに

くるお友達を紹介

金田一真
ま お

央ちゃん

好きな食べ物
…ハンバーグ

本
12
冊
）
…
特
定
非
営
利
法
人
精

神
保
健
福
祉
会
す
ざ
か
の
風



◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

地
域
の
行
事
に
親
子
一
緒
に
参
加
し
て
、
地
域
の
中
で
育
て
よ
う

市外局番…（026）

広
告
欄

11月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【個別予防接種】（会場：各医療機関）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※個別通知はしません。各戸に配付した「健康カレンダー」をご覧のうえ、医療
機関で受けてください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成28年９月生

平成28年８月生

平成28年６月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成27年11月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・年末年始

 9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立須坂病院

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師

会、須坂病院、須高行政事務組

合が共同で運営しています。

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広報 平成28年11月号 ・30・

平成28年３月１日～３月15日生
平成28年３月16日～３月31日生

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物…おむつ、おしぼり、らくらく離乳食ガイドブック、離乳食講座おたずね、
　　　　もぐもぐ離乳食講座の資料

13：00～13：15
14：15～14：30

平成28年２月１日～２月15日生
平成28年２月16日～２月29日生か み か み

離乳食講座 12/6
（火）

８
（火）

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物…おむつ、おしぼり、らくらく離乳食ガイドブック、離乳食講座おたずね

平成28年５月１日～５月15日生
平成28年５月16日～５月31日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

22
（火）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年８月１日～８月15日生
平成28年８月16日～８月31日生

11
（金）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年７月１日～７月15日生
平成28年７月16日～７月31日生

12/2
（金）

持ち物…おむつ、バスタオル、３か月児健康診査票

持ち物…おむつ、歯ブラシ、１歳６か月児健康診査票

25

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年４月13日～４月30日生
平成27年５月１日～５月15日生

1歳6か月児
健 康 診 査

持ち物…歯ブラシ、尿、目と耳に関するアンケート、３歳児健康診査票、おたずね

３　歳　児
健 康 診 査

29
（火）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成25年10月18日～10月28日生
平成25年10月29日～11月９日生

持ち物…歯ブラシ、２歳児健康相談票、２歳児健康相談（おたずね）

２　歳　児
健 康 相 談

13：00～13：30
13：30～14：00

平成26年10月１日～10月13日生
平成26年10月14日～11月３日生

14
(月）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成26年11月４日～11月15日生
平成26年11月16日～12月３日生

12/8
（木）

13：00～13：30
13：30～14：00

１　歳　児
健 康 相 談 平成27年11月９日～11月23日生

平成27年11月24日～12月12日生

17
(木）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年10月10日～10月27日生
平成27年10月28日～11月８日生

12/12
（月）

持ち物…おむつ、歯ブラシ、１歳児健康相談票

平成25年11月生
生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税は、インターネットを通じて

クレジットカードで納付できます。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

※夜間・日曜納税相談窓口は、９月

をもって終了しました。

納期限･口座振替日

11月30日㈬

国民健康保険税（普通徴収）…５期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…５期

介護保険料（普通徴収）……８期

下水道受益者負担金・分担金…５期

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）

平成28年９月生

３日㈷　　かおり

６日㈰　　グリーン

13日㈰　　コスモス

20日㈰　　蔵の町、コスモファー

　　　　　マ高山

23日㈷　　サンタグリーン

27日㈰　　あすなろ

12月4日㈰　須坂いせや

※芝宮前中島ファミリー薬局は、

20日（第３日曜日）を除き、すべて

営業します。

日曜・祝日の当番薬局
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す
っ
か
り
秋
も
深
ま

り
、
寒
さ
と
と
も
に
冬

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
朝
が

弱
い
私
に
と
っ
て
は
辛

い
季
節
の
始
ま
り
で
す
▼
朝
が
弱

い
こ
と
は
私
の
悩
み
の
１
つ
で
も

あ
り
「
意
志
が
弱
い
」
か
ら
だ
と

言
わ
れ
る
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
や
体
温

の
低
下
と
い
っ
た
、
自
分
で
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
身
体
の
状

態
も
「
起
き
ら
れ
な
い
」
要
因
に

な
る
よ
う
で
す
。
意
思
の
強
さ
だ

け
で
は
な
い
と
思
う
と
少
し
気
が

楽
に
な
り
ま
す
▼
朝
に
強
く
、
つ

ま
り
眠
り
の
質
を
改
善
し
気
持
ち

よ
く
起
き
る
た
め
に
は
、
寝
る
前

の
行
動
が
重
要
で
す
。
半
身
浴
な

ど
で
身
体
を
温
め
る
、
就
寝
１
時

間
前
か
ら
は
部
屋
を
薄
暗
く
す
る
、

考
え
事
を
し
な
い
な
ど
、
方
法
は

様
々
で
す
▼
残
念
な
が
ら
私
の
寝

る
前
の
行
動
は
逆
な
も
の
ば
か
り

で
す
。
特
に
考
え
事
で
す
が
、
寝

る
前
に
布
団
に
入
っ
て
目
を
閉
じ

る
と
、
瞑
想
タ
イ
ム
が
始
ま
り
ま

す
。「
今
日
は
こ
こ
が
ダ
メ
だ
っ

た
」
、「
明
日
は
こ
う
し
よ
う
」
、「
買

い
忘
れ
を
し
た
」
そ
ん
な
こ
と
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
に
。
結
局
は
、
寝

る
前
の
行
動
を
変
え
る
「
意
思
が

強
い
」
自
分
に
な
ら
な
け
れ
ば
朝

に
強
く
は
な
れ
な
い
よ
う
で
す
。

　

北
信
濃
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
は

今
年
で
19
年
目
を
迎
え
る
中
央
公

民
館
主
催
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

昨
年
は
雨
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
リ
ベ

ン
ジ
の
年
で
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
湯
田
中
駅
で

は
「
須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
星
を
見
る

会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
星
空
の

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
配

さ
れ
て
い
た
雲
も
薄
く
、
夏
の
大

三
角
な
ど
の
星
座
も
観
察
で
き
、

出
発
前
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

出
発
式
で
は
参
加
者
を
代
表
し

　

午
前
４
時
を
過
ぎ
て
小
布
施
町

に
入
り
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

休
憩
後
は
空
が
明
る
く
な
る
と
と

も
に
、
参
加
者
の
疲
労
は
ピ
ー
ク

に
達
し
て
い
ま
し
た
。
表
情
に
も

疲
れ
の
色
が
目
立
つ
な
か
、
一
緒

に
参
加
し
た
家
族
や
友
達
、
同
じ

班
に
な
っ
た
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ

と
「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
声
を
掛
け

て
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
、
み
ん
な

　

９
月
２
日
㈮
深
夜
か
ら
３
日
㈯
朝
に
か
け
て
、
長
野
電
鉄
湯
田
中

駅
か
ら
須
坂
市
中
央
公
民
館
ま
で
の
約
20
㎞
を
歩
く
、
こ
ど
も
21
す

ざ
か
未
来
大
学
「
北
信
濃
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
に
市
内
の
小
中
学

生
と
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

▲「夜に歩く」貴重な体験ができ
　ました

み
ん
な
で
励
ま
し
あ
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
！

北
信
濃
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

き
れ
い
な
夜
空
の
下
で

歩
く
楽
し
さ
と
達
成
感

て
駒
津
実
穂
さ
ん
一
家
が
「
み
ん

な
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
決
意
表
明
を
し
、
準
備
体
操
と

参
加
者
全
員
の
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」

の
か
け
声
で
、
午
前
０
時
ご
ろ
湯

田
中
駅
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

　

歩
き
始
め
て
か
ら
空
が
更
に
晴

れ
て
い
き
、
満
天
の
星
空
の
も
と

で
中
野
市
内
を
歩
き
な
が
ら
、
参

加
者
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
醍
醐
味

で
あ
る
夜
の
景
色
を
満
喫
し
ま
し

た
。
特
に
、
中
野
市
立
延
徳
小
学

校
で
の
休
憩
中
は
、
足
を
休
め
な

が
ら
星
空
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
連
合
婦
人
会
の
み

な
さ
ん
手
作
り
の
と
ん
汁
、
お
に

ぎ
り
の
朝
食
、
子
ど
も
た
ち
は
わ

た
あ
め
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
「
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
」
「
完
歩
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
」

と
歩
き
き
っ
た
達
成
感
を
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

で
完
歩
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
30
分
ご
ろ
、
中
央
公

民
館
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
の
横
断

幕
と
共
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

ス
タ
ッ
フ
が
拍
手
で
参
加
者
を
出

迎
え
ま
し
た
。

発行･編集 須坂市中央公民館
〒３８２－００１３
須坂市大字須坂７４７番地イ
TEL ０２６－２４５－１５９８
FAX ０２６－２４６－３９０６
E-mail : s-kouminkan@city.suzaka.nagano.jp

公民館だより 655
平成 28 年

11 月１日発行
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９
月
８
日
㈭
と
９
月
29
日
㈭
の
２
回
コ
ー
ス
で
、
日
野
地
域
公
民
館

と
市
健
康
づ
く
り
課
が
共
催
で
開
い
た
講
座
に
約
30
人
が
集
ま
り
、
健

康
運
動
指
導
士
の
諏
訪
直
人
さ
ん
か
ら
、
全
身
を
使
っ
た
有
酸
素
運
動

で
あ
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

全
身
を
使
っ
て
歩
こ
う
！

お
で
か
け
健
康
教
室
in
日
野

　

２
本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）

を
使
っ
て
歩
行
運
動
を
補
助
し
、

運
動
効
果
を
増
強
す
る
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
一
種
で
す
。

通
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
て

運
動
量
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
選

手
が
、
夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

し
て
行
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
さ
ん
は
「
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
歩
く
こ
と
で
運
動
の
効
率
が
高

く
な
り
、
さ
ら
に
姿
勢
の
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
」
と
話
し
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
体
へ

の
効
果
や
続
け
る
際
の
注
意
点
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
践
す
る
前

　

実
際
に
外
に
出
て
、
日
野
地
域

公
民
館
の
周
り
で
歩
き
方
を
確
認

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
諏
訪
さ
ん

の
「
遠
く
を
見
て
歩
幅
を
広
げ
ま

し
ょ
う
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

参
考
に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
歩
き
方
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

来
迎
念
仏
は
「
踊
り
念
仏
」
の

形
を
残
し
て
お
り
、
太
鼓
に
合
わ

せ
て
鉦か

ね

を
激
し
く
叩
い
て
念
仏
の

和
讃
（
曲
調
を
つ
け
て
詠え

い

じ
る
歌
）

を
唱
え
ま
す
。

　

次
第
に
盛
り
上
が
り
、
中
盤
か

ら
は
雌
雄
の
獅
子
が
登
場
し
ま

す
。
物
陰
で
し
ば
ら
く
念
仏
を
聞

　

こ
の
念
仏
に
つ
い
て
講
長
の
富

沢
盛
男
さ
ん
は
「
念
仏
の
練
習
な

ど
、
忙
し
い
中
み
ん
な
で
集
ま
る

の
は
大
変
だ
が
、
こ
の
伝
統
行
事

を
末
永
く
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

諏
訪
さ
ん
が
参
加
者
に
個
別
で

教
え
る
場
面
も
あ
り
、
諏
訪
さ
ん

は
一
人
一
人
の
歩
き
方
を
見
な
が

ら
「
ポ
ー
ル
を
も
う
少
し
短
く
持

ち
ま
し
ょ
う
」
、「
後
ろ
に
長
く
ポ

ー
ル
で
漕
ぎ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
、

参
加
者
個
人
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
り
ま
し
た
。

に
は
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
準
備
体
操

が
行
わ
れ
、
諏
訪
さ
ん
は
「
準
備

体
操
は
念
入
り
に
行
い
ま
す
。
汗

を
か
く
ぐ
ら
い
や
る
こ
と
で
体
の

余
分
な
力
が
抜
け
、
良
い
動
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

・
初
め
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、

普
通
に
歩
く
の
と
違
い
、
全
身

の
筋
肉
を
使
っ
た
か
ら
な
の
か

体
が
と
て
も
温
か
く
な
る
の
を

感
じ
ま
し
た
。
続
け
る
こ
と
の

良
さ
も
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、

こ
れ
を
機
に
始
め
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
最
初
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
、
先
生
か
ら

「
と
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
ね
」

と
言
わ
れ
た
時
は
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

９
月
21
日
㈬
、
野

辺
町
公
会
堂
に
て
来

迎
念
仏
（
秋
彼
岸
念

仏
）
が
行
わ
れ
、
役

員
ら
約
20
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は

全
身
を
使
っ
て
歩
く

伝
統
的
な
踊
り
念
仏

参
加
者
の
感
想

▲諏訪直人さん

▲ポールを使って念入りに体を温め
　ます

▲諏訪さんの後に続きます。自然な手の
　振りでリズミカルに歩くのがコツです

▲念仏に獅子が登場するのは全国
　的にもとても珍しいことです

▲好奇心旺盛な雄獅子が雌獅子を手
　招きで誘います

来
迎
念
仏
の
起
源

　

「
野
辺
の
来
迎
念

仏
」
は
鎌
倉
時
代
に

清
浄
寺
の
呑ど

ん
か
い
し
ょ
う
に
ん

海
上
人

が
伝
え
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
以
来
、

そ
の
念
仏
は
人
々
の
心
の
支
え
と

し
て
の
信
仰
と
な
り
、
幾
度
も
の

苦
難
を
乗
り
越
え
、
伝
承
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

年
に
４
回
行
わ
れ
て
お
り
、
夏

は
「
盆
念
仏
」
、
冬
は
「
十
夜
念
仏
」
、

春
と
秋
は
「
彼
岸
念
仏
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
47
年
に
「
須
坂
市
無
形
文

化
財
」
、
平
成
９
年
に
は
「
長
野

県
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

シリーズ わが町わが公民分館

野辺町  野辺の来迎念仏

い
て
い
た

獅
子
は
次

第
に
念
仏

に
加
わ
ろ

う
と
し
ま

す
。
恐
る

恐
る
近
づ

き
、
太
鼓

の
前
に
座

る
と
揃
っ

て
打
ち
は
じ
め
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
満
足
し
た
の
か
太
鼓
を

離
れ
、
仲
睦
ま
じ
く
退
場
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昔
、
念
仏
中
に
雌
雄
二

匹
の
老
鹿
が
現
れ
、
念
仏
を
聞
い

た
翌
朝
に
往
生
（
極
楽
浄
土
へ
行

く
こ
と
）
し
た
と
い
う
話
を
基
に

し
て
い
ま
す
。



広報 平成28年11月号・33・

学ぶ見る

見る

見る

体験

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

「
す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
」

活
用
講
座

第
27
回

南
部
地
域
文
化
祭

第
29
回

日
野
地
域
づ
く
り
文
化
祭

第
35
回

高
甫
地
区
文
化
祭

　

自
分
ら
し
い
人
生
設
計
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

終
末
期
医
療
と
介
護
に
つ
い
て

　
～
自
分
ら
し
く
生
き
る
～

と
　
き　

11
月
28
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

安
藤
淳
子
さ
ん

　
　
　
　

（
須
坂
病
院
が
ん
化
学
療

　
　
　

 

　

法
看
護
部
認
定
看
護
師
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
、

　
　
　
　

筆
記
用
具

※
「
す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
」
は
１

　

冊
３
０
０
円
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

共
　
催　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

須
坂
市
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺

産
や
伝
説
、
偉
人
伝
を
大
型
紙
芝
居

の
鑑
賞
を
し
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

と
　
き　

11
月
10
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語 

　
　
　
　

る
会
の
み
な
さ
ん

口
演
内
容　

「
臥
竜
山
」
他
６
作
品

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

　

新
年
の
玄
関
飾
り
「
し
め
縄
」

を
、
自
分
の
手
で
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

竹
前
軍
治
さ
ん

　
　
　
　

樋
口
正
男
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円
／
人

定
　
員　

30
人

申
　
込　

11
月
７
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

　

日
野
小
学
校
の
「
い
ず
み
ま
つ

り
」
と
共
催
で
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
日
頃
の
成

果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
展
示
の
部
】

と
　
き　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容　

書
、
水
彩
画
、
水
墨
画
な
ど

　

地
域
の
方
の
力
作
や
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

野
菜
や
お
や
き
な
ど
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

【
作
品
展
示
】

と
　
き　

11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

Ｊ
Ａ
な
が
の
ア
グ
リ
サ

　
　
　
　

ポ
ー
ト
高
甫
（
２
階
）

　
　
　
　

（
旧
Ｊ
Ａ
須
高
高
甫
資
材
店
）

内
　
容　

手
芸
、
書
、
水
墨
画
、

　
　
　
　

生
け
花
、
切
手
な
ど

【
舞
台
発
表
】

と
　
き　

11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

　
　
　
　

講
堂
（
２
階
）

内
　
容　

舞
踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
詩

　
　
　
　

吟
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
な
ど

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
９
２
５

須
坂
市
中
央
公
民
館

し
め
縄
づ
く
り
講
習
会

　

地
域
の
み
な
さ
ん
や
、
公
民
館

で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
日

おでかけパソコン教室
講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

南
部
地
域
公
民
館

日
野
地
域
公
民
館

高
甫
地
域
公
民
館

聞く

南
部
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
主
催

南
部
地
域
づ
く
り
講
演
会

講　座　名 と　　き 定員・参加費 申　　込 ところ・問合せ
①パソコンなんでも相談室
※パソコン持ち込み可

11 月 25 日㈮
午後１時 30 分～

なし
無料

不要
井上地域公民館
☎２４６‐２４８８

②ワード＆エクセル講座
＜全５回＞

12 月５日㈪～９日㈮
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

11 月７日㈪～
※平日の午前９時～午後５時

日滝地域公民館
☎２４８‐１６８６

③年賀状作成講座
＜全３回＞

12 月６日㈫～８日㈭
午後２時～４時

10 人
500 円／人

南部地域公民館
☎２４５‐０２７３

④ワード＆エクセル講座
＜全５回＞

12 月 12 日㈪～ 16 日㈮
午後２時～４時

10 人
500 円／人

井上地域公民館
☎２４６‐２４８８

【
演
芸
の
部
】

と
　
き　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

　
　
　
　

別
館
大
広
間

内
　
容　

子
ど
も
達
の
箏
・
和
太

　
　
　
　

鼓
、
大
正
琴
、
ハ
ー
モ

　
　
　
　

ニ
カ
の
演
奏
な
ど

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
７
４

頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

【
展
示
発
表
】

と
　
き　

11
月
５
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　

11
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

内
　
容　

俳
句
、
切
り
絵
、
書
、

　
　
　
　

写
真
、
手
芸
作
品
な
ど

【
舞
台
発
表
】

と
　
き　

11
月
６
日
㈰

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

内
　
容　

合
唱
、
民
謡
、
小
山
小
学
校

　
　
　
　

合
唱
団
・
森
上
小
学
校
音
楽

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
に
よ
る
発
表
な
ど

と
こ
ろ　

臥
竜
山
公
会
堂
及
び

　
　
　
　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜

　
　
　
　

公
園
（
南
部
地
域
公
民
館
内
）

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

◎
11
月
中
旬
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
旧
上
高
井
郡
役
所
の
ト
イ
レ
工
事
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
12
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。 
問
合
せ　

旧
上
高
井
郡
役
所
（
☎
２
４
５–

５
５
５
９
）

市外局番…(026)
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ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
用
の
料
理
を
み
な
さ
ん

楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

と
　
き　

11
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講
　
師　

高
津
孝
道
さ
ん

内
　
容　

▽
か
ぼ
ち
ゃ
と

　
　
　
　
　

き
の
こ
の
キ
ッ
シ
ュ

参
加
費　

６
０
０
円
／
人

定
　
員　

15
人

申
　
込　

11
月
10
日
㈭
ま
で

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

　

気
象
台
の
行
っ
て
い
る
業
務
や

気
象
・
気
候
変
動
等
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
カ
ジ
ュ
ア

ル
に
つ
き
あ
え
る
楽
器
。
弾
き
語

り
や
ソ
ロ
な
ど
い
ろ
ん
な
弾
き
方

で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

も
ち
ろ
ん
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

体験

学ぶ

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
用

料
理
教
室

長
野
地
方
気
象
台

天
気
に
関
す
る
講
座

　

毎
月
行
っ
て
い
る
写
真
教
室
、

撮
影
会
等
の
一
年
間
の
成
果
を
発

表
す
る
写
真
展
で
す
。

と
　
き　

11
月
12
日
㈯
〜
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜

　
　
　
　

公
園
（
南
部
地
域
公
民
館
内
）

※
11
月
12
日
㈯
午
後
７
時
よ
り
会

　

場
で
「
写
真
教
室
」
を
行
い
ま

　

す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

　

み
な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
滝
沢
）

　

地
域
の
み
な
さ
ん
が
育
て
た
、

豊
丘
の
お
い
し
い
新
そ
ば
（
限
定

３
５
０
食
）
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん

か
。
地
元
の
農
産
物
や
お
で
ん
、

お
や
き
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き　

11
月
23
日
㈬
・
㈷

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
～

と
こ
ろ　

豊
丘
活
性
化
施
設

　
　
　
　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル

開
場
・
そ
ば
引
換
券
販
売
開
始

　
　
　
　

午
前
11
時
15
分
～

※
新
そ
ば
１
人
前
４
０
０
円

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
９
７
６
８

　

き
ね
と
臼
を
使
っ
て
、
親
子
で

昔
な
が
ら
の
〝
も
ち
つ
き
体
験
〟

を
し
ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

参
加
費　

１
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
３
歳
未
満
は
無
料
）

定
　
員　

60
人
程
度

申
　
込　

12
月
２
日
㈮
ま
で

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
光
影
」

「
写
真
ク
ラ
ブ
光
遊
会
」

合
同
写
真
展

豊
丘
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
主
催

第
23
回 

須
坂
と
よ
お
か

新
そ
ば
祭
り

地
域
づ
く
り
須
坂
未
来
塾
主
催

第
10
回 

も
ち
つ
き
大
会

展
　
示

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

体験

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

ギ
タ
ー
講
座

<

全
10
回>

①
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
話

と
　
き　

12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
　
師　

市
保
健
師

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
健
康
診
断
結
果

②
自
分
の
健
康
課
題
か
ら

　
　
食
事
を
考
え
よ
う

　
　
　
バ
ラ
ン
ス
食
講
義
と
実
習

と
　
き　

１
月
12
日
㈭
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
　
師　

市
管
理
栄
養
士

参
加
費　

３
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

お
箸
、
ふ
き
ん
、
健
康

　
　
　
　

診
断
結
果
、
筆
記
用
具

③･

④
ラ
ジ
オ
体
操
を

　
　
　
　
　
　
基
本
か
ら
学
ぼ
う

と
　
き　

２
月
６
日
㈪
・
20
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

講
　
師　

三
浦
弘
さ
ん

　
　
　
　

（
健
康
運
動
指
導
士
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

　
　
　
　

の
で
き
る
服
装
、
運
動
靴

※
各
回
と
も
に

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

定
　
員　

30
人

申
　
込　

12
月
14
日
㈬
ま
で

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

と
　
き　

12
月
１
日
・
８
日
・
15
日

　
　
　
　

１
月
12
日
・
19
日
・
26
日

　
　
　
　

２
月
２
日
・
９
日
・

　
　
　
　
　
　

16
日
・
23
日

※
各
回
と
も
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

講
　
師　

中
村
仁
さ
ん

　
　
　
　

（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

参
加
費　

３
０
０
０
円
／
人

※
ギ
タ
ー
が
な
い
方
、
そ
の
他
ご

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

井
上
地
域
公
民
館

日
滝
地
域
公
民
館

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

体験

お
で
か
け
健
康
教
室
in
日
滝

「
食
事
と
運
動
を

学
ん
で
健
康
づ
く
り
」

<

全
４
回>

に
、
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
の
最
新
の
知

見
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き　

12
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

井
上
地
域
公
民
館

講
　
師　

佐
藤
義
之
さ
ん

　
　
　
　

（
長
野
地
方
気
象
台

　
　
　
　
　

気
象
情
報
官
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

定
　
員　

20
人

申
　
込　

11
月
７
日
㈪
〜

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

社会教育団体からのお知らせ

！

お 知 ら せ 市外局番…(026)



広報 平成28年11月号・35・

○
講
座
の
申
込
受
付
開
始
は
、
午

　
前
９
時
～
で
す
。

○
講
座
に
無
料
託
児
あ
り
ま
す

　

（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
講
座
に
は
筆
記
用
具
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

○
参
加
費
の
お
支
払
い
は
、
支
払
期

　

限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
（
平
日

　

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
席
を
さ
れ
る

　

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
連

　

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

お
い
し
い
男
飯
を
作
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り

　
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
に

挑
戦
！

講
座･

催
し

講
座･

催
し

　

料
理
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！

簡
単
に

で
き
る
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア

の
家
庭
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

と
　
き　

11
月
30
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
い
つ

も
よ
り
少
し
オ
シ
ャ
レ
な
料
理
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
家
族
み

ん
な
で
食
べ
た
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

と
　
き　

12
月
６
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

▽
ト
マ
ト
ペ
ン
ネ

　
　
　
　

▽
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー

　
　
　
　
　

ポ
ッ
ト
パ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
品

講
　
師　

浜
岡
一
美
さ
ん

　
　
　
　

（
日
本
栄
養
士
会
）

　

家
計
簿
を
つ
け
て
見
つ
け
よ

う
！

自
分
に
合
っ
た
暮
ら
し
方
の

ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

タ
ン
ス
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
料
理
の

時
間
短
縮
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
　
き　

11
月
22
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

視
聴
覚
室
（
２
階
）

参
加
費　

３
０
０
円
／
人

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の

　

場
合
は
、
必
ず
ご
予
約
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
０
３
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
畑
）

　
　
　
　

☎
２
４
６
‐
６
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
澤
）

内
　
容　

▽
鶏
肉
の
ク
リ
ー
ム
煮

　
　
　
　

▽
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

講
　
師　

山
岸　

啓
佐
義
さ
ん

　
　
　
　

（
長
野
県
須
坂
調
理
師
会
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

支
払
期
限　

11
月
21
日
㈪

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん

定
　
員　

16
人

申
　
込　

11
月
７
日
㈪
～

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

参
加
者
募
集

須
坂
友
の
会
主
催

家
事
家
計
講
習
会

第34回 すざか女性未来館のつどい
～ 共に広げよう生きがいの輪 2016 ～

すざか女性未来館で活動しているサークルや団体のみなさんが、学習や活動の成果を発表します。

と　き　12月４日㈰　　ところ　すざか女性未来館・中央公民館　　問合せ　☎２１４‐６０４１

展示発表　午前 10 時 30 分～午後３時
　絵手紙、和紙絵、押し花、書、細工もの、七宝焼、

　てまり、パッチワーク、縫い物、編み物、料理、

　貸衣装、生活雑貨など

　※一部を除き 12 月 15 日㈭まで展示します。

　※作品の一部は販売も行います。

ステージ発表　午後１時～３時
　大正琴演奏、自主制作作品のファッションショー、

　須坂エクササイズ、合唱

体験コーナー　午前 10 時 30 分～
　押し花、和紙絵、絵手紙、編み物（指あみ）、

　細工もの、手まり

茶席　午前 10 時 30 分～午後２時
　つばきの会（石州流）のみなさんによるお点前です。

料理試食、販売　午前 11 時～
　食生活改善推進協議会のみなさんが作った料理

　の試食や食料品販売を行います。

※体験コーナー、料理試食は材料がなくなり次第

　終了します。
主　催　すざか女性未来館のつどい実行委員会

　　　　すざか女性未来館

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

支
払
期
限　

11
月
30
日
㈬

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん

定
　
員　

16
人

申
　
込　

11
月
７
日
㈪
～

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

入場無料です。お誘い合わせのうえお越しください。

集
ま
れ
料
理
男
子
! !
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広報 平成28年11月号 ・36・

▲山上万里奈さん

▲第 20 回生涯学習市民のつどい。
　「花は咲く」を全員で合唱しました

ラ
ウ
ン
ジ
に
ゲ
ス
ト
あ
ふ
れ
る

異
国
間
交
流「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵
」

第
７
回
公
開
必
修
講
座

須
坂
市
民
総
合
大
学

笑
顔
と
感
謝
で
開
催
し
ま
す

　
展
示　

生
涯
学
習
団
体
や
推
進

　
　
　
　

員
の
作
品
、
須
坂
市
文

　
　
　
　

化
財
の
写
真
な
ど

　
販
売　

須
坂
技
術
学
園
・
須
坂

　
　
　
　

支
援
学
校
・
須
坂
創
成

　
　
　
　

高
等
学
校
に
よ
る
手
作

　
　
　
　

り
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、

　
　
　
　

ジ
ャ
ム
な
ど

　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

　
　
　
　

風
船
で
動
物
や
お
花
を

　
　
　
　

作
っ
て
み
よ
う
！

　

ひ
ん
の
べ
汁
の
ふ
る
ま
い

　
　
　
　

地
元
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

　
　
　
　

「
ひ
ん
の
べ
汁
」

　
　
　
　

（
無
料 

限
定
１
５
０
食
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　
　

仁
礼
小
学
校
４
年
生
に

　
　
　
　

よ
る
「
土
笛
演
奏
」

　
実
践
発
表

　
　
　
　

「
図
書
館
視
察
よ
り
」

お
待
ち
し
て
い
ま
す

と
　
き　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

講
　
師　

山
上
万
里
奈
さ
ん

　
　
　
　

（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵
オ
ー
ナ
ー
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

昨
年
の
講
演
会
で
「
ぜ
ひ
第
２

弾
を
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
の
声

が
多
く
集
ま
り
、
好
評
に
つ
き
、

２
回
目
の
開
催
で
す
。
前
回
は
生

い
立
ち
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
上
さ
ん
が
今
後
目
指
し
て
い

る
も
の
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
こ
の
企

画
に
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第21回

心輝くまち～人・歴史・文化～のハーモニー

イ
ベ
ン
ト
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
講
演
会
Ⅰ

　
演
題
「
１
台
の
機
関
車
と
し
て
」

　
　
　
　

～
今
日
ま
で
走
っ
て
き
た

　
　
　
　

線
路
、
停
ま
っ
た
駅
、
水

　
　
　
　

や
石
炭
の
こ
と
な
ど
～

　

講
師　

文
平
玲
子

　
　
　
　

市
立
須
坂
図
書
館
長

　

機
関
車
ト
ー
マ
ス
の
翻
訳
を

手
が
け
た
文
平
館
長
が
、
本
と

と
も
に
歩
ん
だ
人
生
、
そ
こ
か

ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
語
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
体
験
談

も
交
え
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ

の
大
切
さ
や
本
の
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
と
お
話
し
ま
す
。

　
実
践
発
表

　
　
　

「
仁
礼
・
豊
丘
史
跡
探
訪
」

　
　
　

（
ス
ラ
イ
ド
上
映
あ
り
）

　
講
演
会
Ⅱ

　
演
題
「
あ
な
た
は
今
の
ま
ま
で

　
　
　
　

す
で
に
尊
い
の
で
す
よ
！

」

　
　
　
　

～
子
ど
も
を
自
立
に
導
く

　
　
　
　

大
人
の
目
線
を
考
え
る
～

　
講
師　

小
林
雅
彦　

市
教
育
長

　

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育

て
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
が
自
信
を
も
っ
て
動
き
出
す

た
め
に
、
親
や
地
域
の
大
人
は

ど
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
子
ど

も
と
向
き
合
い
、
成
長
を
見
守

っ
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
の
方
は
、
11
月
18

　

日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

わくわくスタンプラリー
開催中！

　まなびーず情報（9/1 発行

生涯学習推進期間特別号）に

掲載されている講座に参加し

て、プレゼントをゲットしよ

う！ 詳細は、広報

すざか９月号Ｐ36

をご覧ください。

と　き　11月26日㈯　午前11時30分～午後４時
ところ　須坂市中央公民館・すざか女性未来館
主　催　須坂市生涯学習推進員会

須坂市生涯学習市民のつどい

▼
午
前
11
時
30
分
～　

▼
午
後
２
時
25
分
～

▼
午
後
２
時
45
分
～

▼
午
後
１
時
35
分
～

▼
午
後
１
時
～

▼
午
後
１
時
20
分
～

市外局番…(026)
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広報 平成28年11月号・37・

　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午

後
、
高
甫
地
域
公
民
館
か
ら
軽
や

か
な
音
楽
が
流
れ
て
き
ま
す
。
会

場
に
お
邪
魔
す
る
と
、
華
や
か
な

衣
装
に
身
を
包
ん
だ
女
性
た
ち
が

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま

し
た
。
早
速
、
取
材
開
始
で
す
。

　

「
高
甫
フ
ラ
ハ
ナ
レ
イ
」
は
、

平
成
26
年
に
高
甫
地
域
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
」

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
発
足
し
、

今
年
で
２
年
目
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

サ
ー
ク
ル
で
す
。
メ
ン
バ
ー
に
な

っ
て
ま
だ
数
か
月
と
い
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
が
、
す
で

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
バ
ッ
チ
リ
。

　

も
と
も
と
メ
ン
バ
ー
は
「
広
報

す
ざ
か
」
で
公
民
館
の
講
座
を
知

り
、
中
学
校
時
代
の
同
級
生
に
「
一

緒
に
参
加
し
な
い
？
」
と
連
絡
し

　

今
年
は
、
高
甫
地
域
公
民
館
の

文
化
祭
に
初
出
演
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
高
甫
分
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

記
）

生
涯
学
習
推
進
員
よ
り

▲みそ蔵の説明を聞く参加者

▲美味しいみそが出来るよう
　丁寧に材料を混ぜ合わせます

▲研修会の様子（於：八重森町公会堂）
　涅槃図に猫がいます

▲フラの音楽にのせて華やかで
　優雅にダンスを踊るみなさん

▲練習中にみんなでハイ・ポーズ！

　

お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
本
年
度

最
後
の
ま
な
び
ー
号
の
ご
案
内
で

す
。「
日
野
地
区
」
の
探
索
は
、
本

年
度
の
め
だ
ま
第
２
弾
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

も
初
め
て
で
す
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
こ
の

コ
ー
ス
の
た
め
に
何
度
も
研
修
を

重
ね
、
今
回
で
５
回
目
に
な
り
ま

す
。
特
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

名
誉
教
授
の
井
原
今
朝
男
先
生
に

講
演
で
「
高
梨
氏
」
の
見
ど
こ
ろ

を
伺
い
ま
し
た
。「
高
梨
氏
を
中
心

に
し
た
高
井
地
方
の
中
世
史
」
に

も
触
れ
て
簡
潔
に
お
話
し
ま
す
。

須
坂
に
貢
献
し
た
先
人
の
お
話
や

日
野
地
区
名
所
で
あ
ら
た
な

4

4

4

4

発
見

を
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き　

11
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

定
　
員　

20
人
程

参
加
費
　
１
５
０
円
／
人

集
合
・
解
散　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

巡
回
方
法　

バ
ス
と
徒
歩

募
集
期
間　

11
月
４
日
㈮
～
14
日
㈪

コ
ー
ス
（
―
は
バ
ス
…
は
徒
歩
）

中
央
公
民
館
―
沼
目
薬
師
堂
―
八

重
森
解
行
庵
（
公
）
―
長
勝
寺
―

（
九
頭
竜
権
現
）
―
高
梨
氏
居
館

跡
…
関
山
国
師
誕
生
碑
―
高
梨
淨

源
庵
（
公
）
―
高
梨
神
社
―
中
央

公
民
館

※
（　

）
内
は
外
観
説
明
、

　

（
公
）
は
現
公
会
堂

案
内
役　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

９
月
24
日
㈯
に
創
業
３
０
０
年

の
歴
史
あ
る
塩
屋
醸
造
（
新
町
）

で
「
み
そ
づ
く
り
仕
込
み
体
験
講

座
」
を
開
催
し
、
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
国
の
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
蔵
に
囲
ま

れ
た
風
情
あ
る
中
庭
で
、
講
師
の

上
原
太
郎
代
表
取
締
役
か
ら
塩
屋

醸
造
の
歴
史
な
ど
を
お
聞
き
し
た

あ
と
、
小
林
秀
久
工
場
長
の
案
内

で
、
み
そ
蔵
・
醤
油
蔵
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
み
そ
の
香
ば
し
い

香
り
が
漂
う
蔵
は
、
美
味
し
い
み

そ
が
熟
成
さ
れ
る
た
め
の
〝
菌
〟

の
宝
庫
で
あ
り
、
自
然
な
温
度
調

整
を
行
う
大
事
な
役
割
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
み
そ
づ
く
り
体
験

で
は
、
蒸
し
た
大
豆
と
塩
、
米
麹

を
混
ぜ
合
わ
せ
、
丸
め
た
み
そ
玉

を
容
器
に
敷
き
つ
め
ま
し
た
。
こ

れ
を
密
封
し
、
１
年
間
熟
成
さ
せ

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

「
高
甫
フ
ラ
ハ
ナ
レ
イ
」

ま
な
び
ー
号（
隊
）

日
野
地
区
・
高
梨
氏
の

 

里
巡
り
コ
ー
ス
で

　
あ
ら
た
な
発
見
を
し
よ
う

須
坂
市
民
総
合
大
学

須
坂
の
お
宝
発
見

歴
史
的
景
観
め
ぐ
り

て
出
来
上
が
り
で
す
。
参
加
者
は

「
地
元
特
産
の
み
そ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
み
そ
作
り
も
体

験
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

参加者
募 集

ま
な
び
ー
号（
隊
）

「
み
そ
づ
く
り
仕
込
み

　
　
　
　
体
験
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た

て
教
室
に
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
を
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
「
ヨ
シ
コ
フ
ラ
ス
タ
ジ

オ
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
笠
原

道
子
先
生
（
長
野
市
在
住
）
は
「
フ

ラ
の
癒
し
の
音
楽
に
の
っ
て
１
時

間
半
を
楽
し
く
過
ご
せ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
・
・
・

　

帰
り
際
に
気
づ
き
ま
し
た
！

　

み
な
さ
ん
が
お
揃
い
の
素
敵
な

キ
ル
ト
生
地
の
バ
ッ
グ
（
衣
装
入

れ
）
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
に
！

　

み
な
さ
ん
の
仲
の
良
さ
が
と
て

も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
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広報 平成28年11月号 ・38・

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

　
　

と
な
り
の
イ
カ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
千
夏

　
　

10
ね
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
合
光
昭

　
　

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
高
も
と
こ

　
　

あ
き
い
ろ
の
こ
ろ
わ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
所
ひ
さ
こ

　
　

ギ
ュ
レ
ギ
ュ
レ
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

斉
藤
洋

　
　

ピ
ク
ル
ス
と
ふ
た
ご
の
い
も
う
と　
　
　
　
　
　
　
　

小
風
さ
ち

　
　

知
っ
て
る
？
卓
球　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
寛
子

　
　

夜
露
姫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
と
菫

　
　

文
明
開
化
が
や
っ
て
来
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
丈
二

　
　

あ
な
た
を
悩
ま
す
話
し
て
も
わ
か
ら
な
い
人　
　
　
　

柴
田
豊
幸

　
　

「
大
人
の
カ
ラ
オ
ケ
」
選
曲
名
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
澤
一
誠

　
　

水
槽
で
楽
し
む
錦
鯉
・
金
魚　
　
　
　
　
　
　
　

誠
文
堂
新
光
社

　
　

ダ
ン
ボ
ー
ル
織
り
テ
ク
ニ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　
　
　
　

蔭
山
は
る
み

　
　

わ
た
し
の
隣
の
王
国　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
河
迦
南

　
　

地
上
の
星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
木
嵐

新

刊

内

案

絵本児童一 般

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

７
・
14
・
21
・
25
・
28
日

９月

来館者数

  9,891人

貸出冊数

　20,972冊

図
書
館
だ
よ
り

「ゲストハウス蔵」

信州須坂どこでも図書館紹介⑧

開館時間　正午～午後４時
定休日　　月・火曜日
電話番号　090-4461‐4961 

　古民家のゲストハウスと併設のカ

フェ「L
ラ

a V
ビ

ie L
ラ ン ト

ent」。アンティークな

雰囲気とリンゴたっぷりのケーキ「タ

ルトタタン」を味わいながら本が読め

ます。海外からの宿泊者向けに英語の

本もあります。

◇◆新しいＣＤのご案内◇◆

【音楽】

◆カラヤン・オペラベスト

◇涙と旅立ちの卒業クラッシック

◆石丸幹二  My Musical Life

◇癒しのジャズ ＢＥＳＴ  

◆フィギュアスケートミュージック

◇上原ひろみ ＳＰＡＲＫ

◆真田丸 オリジナルサウンドトラック

◇世界ネコ歩き オリジナルサウンドト

　ラック

◆究極の眠れるＣＤ

◇介護レクに使える歌ベスト

◆最新ウルトラマン主題歌ベスト

◇それゆけアンパンマン ベストヒット16

◆うたって覚えＹｏ！百人一首

【おはなし】 

◇綾小路きみまろ あれから40年爆笑傑作集

◆ＮＨＫ講談傑作選（全５巻）一龍斉貞水 他 

◇鬼平犯科帳（全10巻）池波正太郎

　ＣＤの貸し出しは一週間（一人３枚

まで）です。どうぞご利用ください。

お
は
な
し
の
会

と　

き　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

え
ほ
ん
コ
ー
ナ
ー（
１
階
）

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

中
学
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た

本
の
コ
ー
ナ
ー
を
２
階
に
新
設
し

ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
『
大
人
に
な
る
っ
て
お
も
し
ろ

い
？
』
…
清
水
真
砂
子
（
信
州
岩

波
講
座
高
校
生
編
講
師
）
▼
『
世

界
一
や
さ
し
い
問
題
解
決
の
授
業
』

…
渡
辺
健
介
▼
『
勝
て
る
読
書
』
…

豊
崎
由
美

行
事
の
ご
案
内

行
事
の
ご
案
内

図
書
館
ま
つ
り
開
催
中

図
書
館
ま
つ
り
開
催
中

特
別
企
画
の
ご
案
内

【
ほ
の
ぼ
の
川
柳 

ほ
く
し
ん
流
】 

　

優
秀
作
品
を
展
示
し
、
上
半
期

の
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

投
票
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
本
の
福
袋
（
大
人
向
け
）
】

　

す
て
き
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
入
れ

た
小
説
を
貸
し
出
し
ま
す
。

【
お
は
な
し
の
会
の
写
真
展
示
】

　

お
は
な
し
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
の
様

子
を
写
真
で
展
示
し
ま
す
。

！

　
　
　
　

 

（
11
月
９
日
㈬
ま
で
）

　

少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

と　

き　

12
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

講
習
室
（
２
階
）

内　

容

▼
び
っ
く
り
て
じ
な

▼
人
形
劇

▼
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏

　
　
　
　
　
　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

小
学
校
低
学
年
以
下

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
新
設

Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
新
設

【
ぶ
っ
く
る
ー
パ
ネ
ル
】

　

当
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ぶ
っ
く
る
ー
」
の
大
型
パ
ネ
ル

か
ら
顔
を
出
し
て
記
念
写
真
を
撮

り
ま
し
ょ
う

！

Ｐ

★

上中町

春木町南

中町
新町

須坂病
院北須坂病院

市営駐車場

中央公民館

中央公民館入口

旧上高井
郡役所

図書館

文
須坂小学校・
須坂支援学校

プレゼント
もあるよ★
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入
館
料

高
校
生
以
上
…
100
円

小
中
学
生
・
市
内
在

住
70
歳
以
上
…
無
料

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

３
・
７
・
14
・
21
・
23
・
28
日

休

館

日

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

▲叒譜ポストカード（全８種）

【特別展予告】

広報 平成28年11月号・39・

と　

き　

11
月
30
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
（
２
階
）

講　

師　

村
石
正
行
さ
ん
（
長
野
県
立
歴
史
館

専
門
主
事
・
史
学
博
士
）

　

市
指
定
有
形
文
化
財
「
叒
譜
」
に
描

か
れ
た
桜
を
図
柄
に
使
用
し
た
「
叒

譜
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
。
今
ま
で
使
用
し

て
い
た
図
柄
を
一
新
し
、
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

須
坂
の
お
み
や
げ
や
記
念
品
と
し

て
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価　

格　

８
枚
セ
ッ
ト
３
０
０
円

販
売
場
所　

▼
博
物
館
▼
生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ
課
▼
市
観
光
協
会
▼
蔵
の

ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
笠
鉾
会

館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
▼
須
坂
ク
ラ
シ

ッ
ク
美
術
館
▼
旧
小
田
切
家
住
宅

　

北
村
方
義
は
、
須
坂
藩
13
代
藩
主
・
堀
直
虎
の
藩
政
改
革

で
藩
校
「
立
成
館
」
の
教
授
に
任
命
さ
れ
た
人
物
で
す
。
ま
た
、

直
虎
没
後
は
藩
存
続
に
力
を
注
ぎ
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
須

坂
藩
の
導
き
役
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
市
内
外
に
残
る
北
村
方
義
の
書
な
ど

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、当
時
の
須
坂
藩
の
動
向
を
探
り
ま
す
。

※
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
須
坂
地
方
の
戦
国
時
代
」

博
物
館
・
旧
上
高
井
郡
役
所
・
市
誌
編
さ
ん
室
・
市
立
須
坂
図
書
館
連
携
事
業

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
祭
プ
レ
事
業

博
物
館
開
館
50
周
年
記
念
特
別
展

期
間　

12
月
10
日
㈯
～
平
成
29
年
２
月
19
日
㈰

第
２
回
歴
史
文
化
講
座

北
村
方
義

～
堀
直
虎
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
た

　
偉
大
な
須
坂
藩
士
の
足
跡
～

「
叒じ

ゃ
く
ふ譜

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」を

販
売
し
て
い
ま
す

　入場無料。事前の申
し込みは不要です。

禅
宗
寺
院
の
ご
本
尊

《
中
世
須
坂
の
仏
教
美
術
調
査
資
料
か
ら
③
》 

　

信
濃
の
国
は
、
中
近
世
に
禅
宗
が
特
に
布
教
を
広
げ
た
地
域
と
も
い

え
ま
す
。
北
信
濃
に
お
い
て
関
山
慧
玄
（
関
山
国
師
・
高
梨
氏
出
身
）や

無
関
普
門
（
井
上
氏
出
身
）な
ど
、
禅
宗
史
に
名
を
残
す
名
僧
が
こ
の
地

の
武
家
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
須
坂
の
禅ぜ

ん
さ
つ刹

は
、
曹
洞
宗
12
寺
、
黄
檗
宗
２
寺
と
な
り
、
鎌

倉
時
代
に
名
僧
を
輩
出
し
た
臨
済
宗
は
皆
無
と
な
り
ま
し
た
。

【
禅
刹
に
流
布
し
た
宝ほ

う
か
ん
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ぞ
う

冠
釈
迦
如
来
像
】

　

禅
刹
に
は
、
冠
を
頂
く
菩
薩
形
の
釈
迦
如
来
像
の
佳
品
が
本
尊
と
し

て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
例
が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
須
田
氏
創
建
伝
承

を
持
つ
満
竜
寺（
本
郷
町
）に
も
宝
冠
釈
迦
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
像
は
、
ふ
く
よ
か
な
肉
付
き
で
、
眉
は
大
き
く
孤
を
描
き
、
脚
部

の
衣
紋
表
現
や
肉
身
部
に
金
泥
を
用
い
る
な
ど
、
南
北
朝
か
ら
室
町
期

の
院
派
仏
師
の
作
例
を
思
わ
せ
る
特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。

【
満
竜
寺
（
本
郷
町
）
の
ご
本
尊
】

　

台
座
底
面
の
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
寛
政
12
（
１
８
０
０
）
年
に
、
越
後

の
仏
師
・
弘
圓
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

像
自
体
は
、
作
風
や
台
座
修
復
の
時
期
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭

に
さ
か
の
ぼ
る
像
と
考
察
で
き
、
天
正
14
（
１
５
８
６
）
年
、
須
田
満
親

に
よ
る
満
竜
寺
再
興
期
の
像
と
み
ら
れ
ま
す
。▲満竜寺のご本尊

　「宝冠釈迦如来座像」

制作年代　室町時代～
　　　　　桃山時代

品質構造　木
もくぞうぎょくがんしっぱく

造玉眼漆箔

法　量　　像高72.5㎝



2016.10.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・51,435（+16）

 男 ・・・・・・・・24,887（　0）

 女 ・・・・・・・・26,548（+16）

世帯・・・・・・・・19,607（+ 5）

+-

－心に残る、残しておきたい須坂の風景－

　平成25年に須高ケーブルテレ

ビ株式会社が開局25周年を記念

して企画（須坂市共催）した「私

が選ぶ須坂百景」で選ばれた、

須坂の宝を紹介します。
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明
治
37
（
１
９
０
４
）年
に
須
坂
町（
現 

須

坂
市
東
横
町
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
俳
句
の

実
作
者
・
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
、
特
に
小
林

一
茶
の
研
究
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
『
一
茶
新
考
』な
ど
、
多
く
の
書
物
を

発
表
。
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
に
は
、
須
坂

で
俳
誌
『
科
野
』を
創
刊
し
、
信
濃
俳
壇
の
中

心
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

「
祖
父
が
信
濃
毎
日
新
聞
に
俳
句
を
よ
く

投
稿
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
俳
壇
選
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
生
先
生
が
須
坂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
名
な
方
だ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
り
、
縁
を
感
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
」
と
の
推
薦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
し
た
。

94

9697

栗く

り

う生 

純す

み

お夫

95

原は
ら 

嘉よ
し
み
ち道

古ふ
る
か
わ川 

清き
よ
ゆ
き行

越こ
し 

寿じ
ゅ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎

　

慶
応
３（
１
８
６
７
）年
に
小
山
村（
現 

須

坂
市
小
山
町
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
京
帝

国
大
学
法
学
部
を
首
席
で
卒
業
後
、
農
商
務

省
に
入
省
。
退
官
後
は
弁
護
士
と
し
て
活
躍

し
、
東
京
弁
護
士
会
長
も
務
め
ま
し
た
。　

　

一
方
で
、
田
中
義
一
内
閣
の
司
法
大
臣
と

し
て
、
在
野
か
ら
異
例
の
抜ば

っ
て
き擢

で
初
入
閣
。

後
に
枢
密
院
議
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

「
近
代
法
曹
界
の
基
礎
を
つ
く
り
、
政
界
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
活
躍
し
た
人
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
坂
出
身
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
に
、
誇
り
を
感
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
」
と
の
推
薦
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に
長
野
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
坂
城
町
の
宮
入

清
平
刀
匠
に
弟
子
入
り
。
そ
の
後
、
昭
和
56

年
に
須
坂
市
下
八
町
前
山
に
、
鍛
刀
場
を
設

け
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
な
ど
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
平
成
27
年

１
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
人
物
と
し
て
須
坂
市
初
の
無
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
指
定
さ
れ
た
古
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刀
匠
の
刀
に
は
、
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
の
輝
き
を
感
じ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
」
と
の
推
薦
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。

　

元
治
元（
１
８
６
４
）年
に
須
坂
町
（
現 

須

坂
市
春
木
町
）
で
も
屈
指
の
豪
商
・
小
田
切

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
二
十
歳
の
時
、
越
家

の
養
子
に
な
り
、
小
さ
な
製
糸
工
場
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
製
糸
業
の
組
合
と
も
い

え
る
製
糸
結
社
「
俊
明
社
」を
設
立
。
明
治
40

（
１
９
０
７
）
年
に
は
「
山
丸
組
」を
結
成
し
、

従
業
員
６
千
人
を
抱
え
る
製
糸
王
と
し
て
全

国
に
名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

　

「
製
糸
業
の
ほ
か
に
中
部
電
力
の
前
身
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
い
え
る
信
濃
電
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
を
設
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
な
ど
、
そ
の
業
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
偉
大
」
と
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
あ
り
ま
し
た
。
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よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
食
べ
物
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
「
○
○
の

秋
」
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
特
に
10
月

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
ま
し
た
が
、
運
動
不
足
が
た

た
り
、「
筋
肉
痛
の
秋
」も
満
喫
…
。
日
頃

か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
し
た
秋
で
し
た
。　
　
　
　

（
佐
藤
）

▼
取
材
で
竜
の
里
須
坂
健
康
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
に
行
き
ま
し
た
。
走
り
終
え

た
小
学
生
た
ち
は
、
沿
道
に
で
て
、
走
っ

て
い
る
大
人
ら
に
大
き
な
声
で
声
援
し
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
い
る
姿
、
と
て
も

温
か
く
感
じ
、
そ
の
場
面
を
撮
り
続
け

て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。　

（
岡
田
）

▼
地
域
で
は
、
秋
祭
り
や
祭
礼
な
ど
で

大
忙
し
で
す
。
取
材
で
役
員
の
方
に
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、

「
大
変
な
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
や
る
こ

と
に
意
味
が
あ
り
、
今
後
も
継
承
し
て

い
き
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
お
話
に

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。 

  

（
浦
野
）

協力…須高ケーブルテレビ株式会社

　「須坂百景」の映像は、スマートフォンアプリ「須坂まちウォーク」でご覧いただけます。

　まずは、スマートフォンに専用アプリをインストール（17ページのＱＲコードをご利用ください）し、トッ

プ画面から「私が選ぶ須坂百景」を選択。ジャンル別に分かれていますので、見たいものを選んで百景の映

像をお楽しみください。ＤＶＤは図書館や市内各公民館でも貸し出しています。
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